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ぐ
る
っ
と
ノ
周
四
十
キ

ロ
 

秋
の
五
所川
原
を楽
し
も
う
と
十月
ニ
＋
一
一日
、
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グの
集
いが
行
わ
れ
、
 

約
百
名
が
参
加
し
て
亘
ら赤
に
色
づ
き
た
わ
わ
に
実
っ
た
り
ん
ご
畑
や
稲
刈
り
を終
え
た
田
ん

ぼ
な
ど
を
目
に
しな
が
ら
一
周
四
＋
キ口
の
コ
ー
ス
に
挑
み
、
全
員
無
事
完
走
し
ま
し
た
。
ゴ
 

ー
ル
し
た
参
加
者
た
ち
は
皆
、
疲
れ
な
がら
も
満
足
気な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

シンボルマーク平成ワ年

也車 NQ.842
世帯17，210( + 15) 

主主
広報

|人口と世帯1

10月1日現在( 女26，407(+23) )内は前回比、男23，853(+22) 

ぐ
る
っ
と
ノ
同
凶
十
必
ぺ
ぴ

秋
の
五
所
川
原
を
楽
し
も
う
と
十
月
二
十
二
日
、
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
集
い
が
行
わ
れ
、

約
百
名
が
参
加
し
て
真
っ
赤
に
色
づ
き
た
わ
わ
に
実
っ
た
り
ん
ご
畑
や
稲
刈
り
を
終
え
た
田
ん

ぼ
な
ど
を
目
に
し
な
が
ら
一
周
四
十
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑
み
、
全
員
無
事
完
走
し
ま
し
た
。
ゴ

ー
ル
し
た
参
加
者
た
ち
は
皆
、
疲
れ
な
が
ら
も
満
足
気
な
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。
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青
森

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
囲
に
 

一
 

平 成 7 年 度 

五所川原市工業活性化賞 

平成 7年11月1日 2 

市
は
十
月
十
二
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン

藤
吉
郎
で
平
成
七
年
度
五
所
川
原
市

工
業
活
性
化
賞
と
し
て
誘
致
企
業
、
 

青
森
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
株
式
会
社

（
本

社
H
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
、
資
本

金
二
千
万
円
、
鈴
木
和
雄
代
表
取
締

役
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

こ
の
賞
は
市
内
に
立
地
し
、
操
業

十
年
を
経
過
し
、
産
業
構
造
の
高
度

化
、
雇
用
機
会
の
確
保
及
び
拡
大
を

図
り
、
地
域
経
済
に
多
大
な
貢
献
の

あ
っ
た
誘
致
企
業
を
表
彰
す
る
た
め

平
成
四
年
に
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

岡
ホ
ク
ェ
ツ
青
森
五所
川
原
工
場
、
 

森
羽
紙
業
岡
、
津
軽
東
芝
音
響
囲
、
 

日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
囲
津
軽

工
場
の
四
社
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
回
受
賞
し
た
青
森
フ
ア
ッ
シ
ョ

ン
岡
は
縫
製
業
の
先
駆
け
と
し
て
昭
 
 

和
五
十
九
年
五
月
に
川
山
地
区
の
旧

中
川
中
学
校
の
建
物
を
利
用
し
て
五

所
川
原
工
場
を
操
業
し
、
地
元
雇
用

の
九
十
人
の
従
業
員
で
婦
人
服
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
 

表
彰
式
で
は
佐
々
木
市
長
が
「
今

後
と
も
更
に
社
業
の
拡
大
と
市
勢
発

展
の
た
め
一
層
の
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
川
村
商

工
会
議
所
会
頭
ら
の
祝
辞
に
続
い
て
、
 

鈴
木
和
雄
代
表
取
締
役
が
「
こ
れ
か

ら
も
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

市
本
町
の
有
限
会
社
竹
鼻
製
麺
所
 

（竹
鼻
文
子
代
表
取
締
役
）
が
、
地

場
企
業
と
し
て
初
め
て
青
森
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工
業
団
地
漆
川
地

区
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
月

十
三
日
に
五
松
苑
で
工
場
立
地
基
本

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

竹
鼻
製
麺
所
は
創
業
明
治
十
一
年

の
老
舗
。
店
舗
は
四
店
舗
あ
り
、
西

北
五
、
青
森
市
、
京
都
及
び
九
州
方

面
な
ど
に
卸
売
り
し
て
い
る
。
従
業

員
は
現
在
三
十
六
名
。
 

今
回
の
工
業
団
地
進
出
は
、
本
町

の
工
場
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
、
 

約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
に
鉄

骨
平
屋
建
て
の
新
工
場
を
建
設
、
総

事
業
費
は
二
億
円
で
来
年
七
月
か
ら

操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
 

市
で
は
九
月
二
十
六
日
に
、東
京

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
首
都
圏
企
業
を

対
象
に
企
業
立
地
説
明
会
を
開
き
、
 

「青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
ハ
イ
テ
ク
工

業
団
地
漆
川
」
（
の
進
出
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
 

出
席
し
た
約
四
十
社
の
方
々
を
前

に
、
佐
々
木
市
長
が
 

1
、
工
業
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
り

豊
か
な
都
市
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
 

2
、
当
市
は
下
水
道
や
公
園
整
備
に

カ
を
入
れ
て
い
る
。
 

3
、
ホ
ー
ム
（
ル
パ
ー
の
拡
充
に
努

め
た
結
果
、
他
都
市
に
比
べ
福

祉
の
レ
ベ
ル
が
高
い
。
 

と
都
市
機
能
の
充
実
を
P
R
し
た
。
 

引
き
続
き
、
商
工
振
興
課
の
担
当

者
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
漆
川
工
業

団
地
の
立
地
条
件
や
進
出
企
業
に
対

す
る
優
遇
措
置
等
を
説
明
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
当
市
に
あ
る
青
森
職
業

能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
渡
辺
正
憲

副
校
長
が
、
優
秀
な
技
術
者
を
供
給

し
て
い
る
同
校
の
実
績
を
紹
介
し
、
 

企
業
の
受
け
入
れ
能
力
が
整
っ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
た
。
 

少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
を

目
的
と
し
て
い
る
五
所
川
原
地
区
少

年
補
導
協
力
員
連
絡
会
は
こ
の
ほ
ど
 

「少
年
に
よ
る
花
と
緑
を
広
め
る
環

境
美
化
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
中

央
小
、
南
小
、
飯
詰
小
、
五
三
中
等

の
児
童
生
徒
と
協
力
し
て
花
壇
を
作

り
、
丹
精
こ
め
て
苗
か
ら
育
て
た
ベ

コ
ニ
ア
や
ラ
ンな
ど
の
花
や
鉢
植
え

を
、
市
内
の
各
老
人
施
設
（
緑風
苑
、
 

青
山
荘
、
あ
か
ね
荘
、
く
る
み
園
）
 

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
入
所
者

は
心
の
こ
も
っ
た
花
の
贈
り
物
と
子

供
た
ち
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
て
感
激

し
て
い
ま
し
た
。
 

r、
 

(
 

（
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工
業
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し
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誘
致
企
業
、

青
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フ

ァ
ッ
シ
ョ
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リ
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県
海
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海
津
町
、
資
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金
二
千
万
円
、
鈴
木
和
雄
代
表
取
締

役
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表
彰
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ま
し
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。
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市
内
に
立
地
し
、
操
業

十
年
を
経
過
し
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産
業
構
造
の
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度
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、
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用
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保
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び
拡
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を

図
り
、
地
域
経
済
に
多
大
な
貢
献
の

あ
っ
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誘
致
企
業
を
表
彰
す
る
た
め

平
成
四
年
に
制
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

附
ホ
ク
エ
ツ
青
森
五
所
川
原
工
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森
羽
紙
業
側
、
津
軽
東
芝
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、

目
立
東
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セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
側
津
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工
場
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四
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彰
さ
れ
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ま
す
。

今
回
受
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し
た
青
森
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ァ
ッ
シ
ョ

ン
附
は
縫
製
業
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先
駆
け
と
し
て
昭

和
五
十
九
年
五
月
に
川
山
地
区
の
旧

中
川
中
学
校
の
建
物
を
利
用
し
て
五

所
川
原
工
場
を
操
業
し
、
地
元
雇
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九
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従
業
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で
婦
人
服
を
製

造
し
て
い
ま
す
。

表
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式
で
は
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々
木
市
長
が
「
今

後
と
も
更
に
社
業
の
拡
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と
市
勢
発

展
の
た
め

一
層
の
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、

川
村
商

工
会
議
所
会
頭
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祝
辞
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い
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域
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。
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市
の
合
同
金
婚
式
が
十
月
十
三
日
に
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
今
年

は
「
干

一
組
の
夫
婦
が
出
席
し
ま
し
た
。
金
婚
式

（
昭和
ニ
十
年
婚
姻
）
 

を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈
順不
同
、
敬
称
略
〉
 

・

高
松
 

文
蔵
（

七
八
）
 

ト
 ミ
（
七
〇
）
 

・

神
 

久

八
（
七
四
）
 

妙

子
（
六
八
）
 

・

葛
西
 
敏

男
（
七
六
）
 

ア
グ
リ
（
六
八
）
 

・

尾
崎
 
武

三
（
七
五
）
 

ツ
 
ル
（
七〇
）
 

・

鶴
谷

廉
之
助
（
七
二
）
 

夫
美
（

六
八
）
 

・

赤

平
 
勝
美

（七
五
）
 

ト
 
ス
（
七
一
一）
 

．
工

藤

常
四
郎

一L
カ
」

（
早
丁
一

み
ち
菜
（
六
七
）
 
一
ニ
ー、

 

登

一
＼
）
一

（
寺
町
）
 

鈴
木
光
讐
」
一
（
梅
田
）
 

土
岐
窪

一」
『
一
（
梅
田
）
 

佐
藤
惑

一《
」
一
（
梅
田
）
 

柳
原
鳶

一」
』
一
（

原
子
）
 

（
田町）
 

津
田鷹

一
」
さ
 

 （小
曲

）
 

（
田町
）
 

成
田

き
翌

」
 （小
曲

）
 

（
元町
）
 

福
井

フ
業

」
一
 

 （小
曲

）
 

（鳥
森

）
 

（柳
町

）
 

（岩
木
町
）
 

り、 

野 

・

雨

森
 
久
夫

（
七
九
）
 

テ
 
ル
（七
〇
）
 

・

小
笠
原
儀
助
（

七
九
）
 

み
つ
夏
（
七
一
）
 

・

太
田

慶
太
郎
（
七
一
）
 

ヒ
 
サ
（
七
〇
）
 

・

佐
々
木

義

雄
（
七
六
）
 

芳
江

（六
七
）
 

・

長
尾
富

太
郎
（
七
八
）
 

た
 
み
（七
一
）
 

・

小
野
 
甚

七
（
七
三
）
 

キ
ク
ョ
（
七
一
）
 

・

角
田

美
喜
悦
（
七
一
）
 

ハ
ツ
エ
（
七
〇
）
 

・

木

村
 
惣
七
（
七
八
）
 

寿
美
子
（
六
九
）
 

・三
上
松

四
郎
（
七
五
）
 

ク
 
ニ
（七
一
）
 

・

演
舘

正
千
代
（
七
三
）
 

ト
 
ョ
（
六
九
）
 

・

北

川
要

二
郎
（
七
五
）
 

ミ
 
ネ
（六
八
）
 ・

角
田
 
善

吉

（七
七
）
 

よ
つ
東
（
七
一
）
 

・

山
 
口
勇
次
郎
（
七
六
）
 

キ
ネ
（

七
三
）
 

・

中
元
武

三
郎
（
七
六
）
 

II、サ
ノ
（
六
七
）
 

・

佐
藤
 

金
吾

（
七
五
）
 

き
 み
（
六
九
）
 

・

伊
藤
 

清

一
 
（七一1
1
)
 

キ
ミ
エ
（
六
八
）
 

」鷹
世
 

十
月
四
日
、
中
国
か
ら
の
永
住
帰

国
者
で
中
国
帰
国
者
促
進
セ
ン
タ

ー
 

（
所
沢市
）
で
の
四
カ
月
の
研
修
を

終
え
た
市
内
岩
木
町
出
身
の
長
尾
リ

ツ
さ
ん

（七
五
歳
）
と
家
族
が
兄
の

長
尾
義
一
さ
ん
（八
二
歳
）
廿
東
町

に
伴
わ
れ
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。
 

リ
ツ
さ
ん
一
家
は
長
女
の
田
秀
敏

さ
ん
（四

一
歳
）と
夫
の
喬
文
全
さ
ん
 

（
四
三歳
）
、孫
の
喬
章
林
君
（
十
一歳
）
 

の
四
人
家
族
で
、
今
後
は
若
葉
三
丁

目
の
市
営
住
宅
で
新
し
い
生
活
を
始

め
ま
す
0

五
小
に
編
入
さ
れ
る
章
林

君
は
、
卓
球
が
得
意
で
 
「早
く
日
本

語
を
覚
え
て
、
友
達
を
た
く
さ
ん
つ

く
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

●

赤
ー
い
り
ん
ご

も
ぎ
取
り

ー
 

ッ
谷
地
区
の
赤

、
い
り
ん
ご
の

並
木
道
で
赤
、
い
り
ん
ご
約
百
四
十

箱
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
大
半
が
ワ

イ
ン
用
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。
 

●

ノ
ハ
ナ
シ
ョウ
ブ

植
え
か
え

ー
 

十
月
十
三
日
、
津
軽
鉄
道
飯
詰
駅

で
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
駅
員
等
が
間

引
き
し
た
後
、
三
千
株
を
植
え
な
お

し
ま
し
た
。
来
春
に
は
き
れ
い
な
花

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

（
原
子
）
 

（持
子
沢
）
 

（
俵
元
）
 

（
松
野
木）
 

（
松
野木
）
 

（
飯
詰
）
 

（
飯
詰
）
 

（
飯
詰
）
 

（
飯
詰
）
 

（飯
詰

）
 

（
毘沙
門
）
 

（長
富
）
 

（
長
富
）
 

（
長
富
）
 

（川
山

）
 

（川
山

）
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鶴尾葛 神 高
をは

谷 崎 西 松 迎三市

廉 、ァ え十の
ト勝 夫 之 y 武 グ 敏妙久ト 文 ら 一 合

ス 美美助ル 三 リ 男子 八 ミ 蕗 れ組問
たの金

主主宗主主主宍宅宗主毛主 夫夫婚
二五八二 O 五八六八 四 O 八 婦婦式------------はがが次出十

の席月
とし十
おま三
りし日
でたに
.す 。市
津。 金中
婚央

田 式公
仕 _.....__ ~ 民

フ き ツ 竺順 昭館

ミ 実ゑ 剛 ル郎青 空存

宗主主 主主 主 、十わ
九八 二 七 一 七敬 年れ
------称 婚、

略 姻今
-------------年

(田
町
)

(田
町
)

(元

町
)

(烏

森
)

(柳

町
)

-
赤

平

(岩
木
町
)

-
工

藤
常
四
郎

(
七
五
)

(寺

町
)

み
ち
ゑ
(
六
七
)

・

小

野

繁

一
(
七
六
)

(寺

町
)

チ
ヨ
(
六
八
)

(小
曲
)

-
成

田

(小

曲
)

-
福

井

(小
曲
)

柳佐土

原藤岐

キ 理 ョ喜 セ市光
八 五

ヱ 郎 ツ 郎 ツ 郎枝馨

七七 六七 七 八 七七
O 七九 二三 O 七八

原梅梅梅

子 田田田

-
鈴

木

久

夫

(七
九
)

テ

ル

(七
O
)

.
小
笠
原
儀

助

(七
九
)

み
つ
ゑ

(七
二

・
太

田

慶
太
郎

(七
二

ヒ

サ

(七
O
)

・
佐

々

木

義

雄

(七
六
)

芳

江

(六
七
)

・
長

尾

富

太

郎

(七
八
)

た

み

(七
二

・
小

野

甚

七

(七
三
)

キ
ク
ヨ

(七
二

・
角

田

美

喜

悦

(七
二

ハ
ツ
エ

(七
O
)

・
木

村

惣

七

(七
八
)

寿
美
子
(
六
九
)

・
三

上
松
四
郎

(七
五
)

ク

ニ
(
七
二

・
漬

舘

正

千

代

(七
三
)

ト

ヨ

(六
九
)

・
北

川

要
二
郎

(七
五
)

ミ

、不

(六
八
)

・
角

田

善

吉

(七
七
)

ょ
っ
ゑ
(
七
二

・
山

口
勇
次
郎

(七
六
)

キ

ネ

(七
三
)

・
中

元

武

三
郎

(七
六
)

ミ
サ
ノ
(
六
七
)

・
佐

藤

金

吾

(
七
五
)

き
み
(
六
九
)

・
伊

藤

清

一
(
七
三
)

キ
ミ
エ
(
六
八
)

-
雨

森

(原

子
)

(持
子
沢
)

(俵

元
)

(松
野
木
)

(松
野
木
)

(飯

詰
)

(飯

詰
)

(飯

詰
)

(飯

詰
)

(飯

詰
)

(毘
沙
門
)

(長

富
)

(長

富
)

(長

富
)

(川

山
)

(川

山
)

長
尾
リ
ツ
さ
ん

永
住
帰
国

十
月
四
日
、
中
国
か
ら
の
永
住
帰

国
者
で
中
国
帰
国
者
促
進
セ
ン
タ
ー

(所
沢
市
)
で
の
四
カ
月
の
研
修
を

終
え
た
市
内
岩
木
町
出
身
の
長
尾
リ

ツ
さ
ん

(七
五
歳
)
と
家
族
が
兄
の

長
尾
義

一
さ
ん

(八
二
歳

)
1
東
町

に
伴
わ
れ
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。リ

ツ
さ
ん

一
家
は
長
女
の
田
秀
敏

さ
ん
(四

一
歳
)と
夫
の
喬
文
全
さ
ん

(四
三
歳
)、
孫
の
喬
章
林
君
(十

一歳
)

の
四
人
家
族
で
、
今
後
は
若
葉
三
丁

目
の
市
営
住
宅
で
新
し
い
生
活
を
始

め
ま
す
。
五
小
に
編
入
さ
れ
る
章
林

君
は
、
卓
球
が
得
意
で
「
早
く
日
本

語
を
覚
え
て
、
友
達
を
た
く
さ
ん

つ

く
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

-
赤

1
い
り
ん
ご

も
ぎ
取
り
・

一
ツ
谷
地
区
の
赤
1
い
り
ん
ご
の

並
木
道
で
赤
i
い
り
ん
ご
約
百
四
十

箱
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
大
半
が
ワ

イ
ン
用
と
し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。

-
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

植
え
か
え
1

十
月
十
三
日
、
津
軽
鉄
道
飯
詰
駅

で
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
駅
員
等
が
間

引
き
し
た
後
、
三
千
株
を
植
え
な
お

し
ま
し
た
。
来
春
に
は
き
れ
い
な
花

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

平成7年11月1日3 



奪
 

人
件

費
の

状
況
 

平
成
六
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
「
表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
七
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の

・g

、
 

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。
 

職
員
給
与
の
状
況
 

（給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 

（
注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
、扶
養
、
 

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 （
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 「表
 

2
」
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
とお
り
で
す
。
 

（
諸
手

当
）
 

●

期
末

・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
、
国
と
同
じ

で
年
五

・
二
〇
カ
月
分
と
な
「
 

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
、
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

以
上
、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
 

r
 

〔表 1 〕人件費の状況（普通会計） 

区 分 
住民基本 
台帳人口 
(6年度末） 

歳出額 
A 

実収
 
質

支
 

人
 
費

件

B
  

人件費率 
(B/A) 

平成 4年度
の人件費率 

年
  

6見
 
度

込
  

7.3.31現在 
人 

49,845 

千円 

19,401,065 

千円 

175,403 

千円 

3,023,375 

% 

15.6 

% 

16.6 

⑧人件費には、特別職に支給される給料、報酬が含まれています。 

職員給与費の状況（普通会計） 

職員ー人当たり給与費 636万円 

、J
 

員
の
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

〔表3〕一般行政職員の学歴別の初任給及び 
経験年数別平均給料月額の状況 

（平成 7年4月1日現在） 

区 分 初 任 給 
採用 2 年 
経 過 日 
給 料 額 

経 	験 	年 	数 
10年以上 

15年未満 
15年以上 

20年未満 
20年以上 

25年未満 

大学卒 167,200円 180,500円 265,045円 302,989円 384,950円 

高校卒 136,500円 145,900円 210,148円 256,306円 315,243円 

〔表4〕一般行政職員の級別職員数の状況 

〔表2〕一般行政職員の
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成 7年4月1日現在） 

区 	分 五所川原市 国 

平 均 年 齢 43.1歳 38.7歳 

平均給料月額 323,257円 297,346円 

（平成 7年4月1日現在） 

区 	分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 1 	級 計 

標
職
 
準

務
 
的

内
 
な
容
 

部 長 参 事 課 長 課補
 
長
佐
 

副主幹 係 長 主 任 主 事 主 事 / 
職 員 数 16人 10人 56人 63人 49人 53人 39人 39人 12人 337人 

構 成 比 4.7% 3.0% 16.6% 18.7% 14.5% 15.7% 11.6% 11.6% 3.6% 100% 
〇標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 

平成 7年11月1日 4 

人
件
費
の
状
況

平
成
六
年
度
普
通
会
計
決
算

見
込
み
に
よ
る
人
件
費
の
状
況

は
「
表
1
」
の
通
り
で
す
。
ま

た
、
平
成
七
年
度
普
通
会
計
当

初
予
算
に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、

一
般
職
員
の
給
与
費
は
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

人件費の状況(普通会計)

住民帳年基本 歳出額 実 質 人件費 人件費率 平成4年度区 分
(台6 度人末口) A 収 支 B (B/A) の人件費率

7.3.31現在 千円 千円 千円 % % 
6年度 人
見 込 49，845 19，401，065 175，403 3，023，375 15.6 16.6 

〔表 1) 

@ 人件費には.特別職に支給される給料、報酬が含まれています。

職員給与費の状況〈普通会計)

(
注
)

1

職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。

2

給
与
費
及
び
職
員
数
は
、

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。

3

そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
養
、

住
居
、
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
(
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
)

職
員
給
与
の
状
況

• 
耳被

写(
民給

詩型
な
耳殻
種
で
あ

る

一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
「
表

2
」
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
。

・
職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
責

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
の
と
お
り
で
す
。

〔表2)一般行政職員の
平均年齢及び平均給料

月客買の4犬j兄
(平成7年4月1日現在)

五所川原市| 国

職員一人当たり給与費 636万円

一般行政職員の学歴別の初任給及び
経験年数別平均給料月額の状況

(平成7年4月1日現在)

〔表3) 

分

平均年齢

平均給料月額

区

採用 2年 経 験 年 数
区分 初任給 経過 日

10年15以年未上満 152年0以年未上満 202年5以年上未満給料額

大学卒 167，200円 180，500円 265，045円 302，989円 384，950円

高校卒 136，500円 145，900円 210，148円 256，306円 315，243円

(平成7年4月1日現在)

区 分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 奇'& 2 級 1 級 計

標準的な
部長 参事 課長

課長
副主幹 係長 主任 主事 主事 / 職務内容 補佐

職員数 16人 10人 56人 63人 49人 53人 39人 39人 12人 337人

構成比 4.7% 3.0% 16.6% 18.7% 14.5% 15.7% 11.6% 11.6% 3.6% 100% 

一般行政職員の級別職員数の状況〔表4)

(諸
手
当
)

4 

-
期
末

・
勤
勉
手
当
(
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
)
は
、
固
と
同
じ

で
年
五

・
二
0
ヵ
月
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成7年11月1日

@標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。

-
退
職
者
に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す。

-
特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
時
間
外
勤
務
手
当
(
超
過
勤

務
手
当
)
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
諸
手
当
の
状
況
は
「
表

5
」
の
と
お
り
で
す
。



〔表 5 〕職員手当の状況 

区 分 五 	所 	川 	原 	市 国 

〔 6年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

〔 6年度支給割合〕 
期末手当 	勤勉手当 

6 	月 	期 	1.6 月分 	0.6 	月分 6 	月 	期 	1.6 月分 	0.6 	月分 
期 末 手 当 

12 	月 	期 	1.9 月分 	0.6 	月分 12 	月 	期 	1.9 月分 	0.6 	月分 
ー 3 月 期 	0.5 月分 	― 

計 	 4.0 月分 	1.2 	月分 
3 	月 	期 	0.5 月分 

計 	 4.0 月分 	1.2 	月分 勤 勉 手 当 

職制上の段階、職務の 	 メ＝ 
讐讐 L.マ讐r白：こ’1をどノ 	 有 
級等による加算措置 

職制上の段階、職務の 	 」＝ 
讐型_L_マ腎但に竺誓ジ 	有 
級等による加算措置 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 

勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 勤続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 勤続 25 年 	33.75 月分 	44.55 月分 

勤続 35 年 	47.5 	月分 	62.7 	月分 勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 	月分 

退 職 手 当 
最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 
1人当たり 	。nnr，一「11 	。n ハハ一,ー『” 
喜盆呈な話 	Q,926千円 	0), r()Lz千円 平均支給額 	、j, .:IA_) I ロ 	Lo,ucJu I 口 

最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 	定年前早期退職特例措置 

退職時 	 （2%-20％加算） 退職時 	 （2%-20％加算） 

特別昇給 	 原則 2 号給 特別昇給 	 原則 1号俸 

＠退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

特殊勤務 

手 	当 

(6 年度、 
、普通会計ノ 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 13.9% 

支給対象職員1人当たり平均支給年額 43,899円 

手 	当 	の 	種 	類 （手当数） 6 

代表的な

手当の名称 

支 給 額 の 多 い 手 当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給されて
い る 手 当 社会福祉職手当 

時
間
外
勤
務
手
当
  

（
普通
会
計
）
 
 

6

年

度
 

支 給 総 額 70,727千円 

職員1人当たり 
支給総年額 189千円 

5

年

度
 

支 給 総 額 73,146千円 

職員1人当たり 
支給総年額 194千円 

〔表 6 〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成 7年4月1日現在） 

区
分
 

給料（報酬） 
月額 

期 	末 	手 	当 

市

長
  

830,000円 

助

役
  

685, 00(）円 
（支給割合） 

6月期 	1.6 月分 
収
入
役
 
 

610,000円 12月期 	1.9 月分 

議

長
  

405,000円 
3月期 	0.5 月分 

計 	4.0 月分 
副
議
長
  

371,〔順〕円 
加算措置 	有 

議

員
  

340, 00(）円 

〔表 7 〕定員の状況 
部門別職員数の状況  

（平成 7年4月1日現在） 

区

分
 

内 	 容 
国の制度

との異動 

国の制度と

異なる内容 

扶
 
養
 
手
 
当
 

配 	偶 	者 16,000円 

同
  

一
 

 

配
 
偶
 
者
 
以
 外
  

1人目 
配偶者有 5,500円 

配偶者無 11,000円 

2 人 目 5,500円 

3人目以上 
1人にっき 

2,000円 

満16歳の年度初めから 
満22歳の年度末までの子 

1人にっき 
2,（双）円加算 

住
居
手
当
 

借 	家（借間） 	限度額 	27J以）円 

持 	家 	 2,500円 
一異
 
部

る
 

な
  

5年経過し
た持家の住

居手当額 

通
勤
手
当
 

交通機関等利用者 限度額 	45,000円 

交通用具利用者 限度額 	20,900円 
同 

（平成 7年4月1日現在） 

区 	 分 職 	員 	数 対 前 年 増 減 数 

部 	 門 平成 5年 平成6年 平成 7年 平成 5年 平成 6年 平成 7年 

一 般 行 政 部 門 308 308 310 0 0 2 

特 別 行 政 部 門 71 68 68 A3 A3 0 

公営企業等会計部門 352 352 345 A3 0 L7 

合 	 計 731 728 723 A6 A3 △5 

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。 

5 平成 7年11月1日 

〔表5)職員手当の状況

区 分 五 所 )11 原 市 国

[6年度支給割合〕 [6年度支給割合〕
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

期末手 当
6 月 期 l.6 月分 0.6 月分 6 月 期 l.6 月分 0.6 月分

12 月 期 l.9 月分 0.6 月分 12 月 期 l.9 月分 0.6 月分

勤勉手 当
3 月 期 0.5 月分 3 月 期 0.5 月分
言十 4.0 月分 1.2 月分 言十 4.0 月分 1.2 月分

職制上の段階、職務の 有
職制上の段階、職務の

有
級等による加算措置 級等による加算措置

〔支給率〕 自己都合 勧奨・定年 〔支給率〕 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 21.0 月分 28.875月分 勤続 20年 21.0 月分 28.875月分
勤続 25年 33.75月分 44.55月分 勤続 25年 33.75月分 44.55月分
勤続 35年 47.5 月分 62.7 月分 勤続 35年 47.5 月分 62.7 月分

退職手 当
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分
1人当たり 3，926千円 23，096千円平均支給額
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

退職時 (2%~20%加算) 退職時 (2%~20%加算)

特別昇給 原則 2号給 特別昇給 原則 1号俸

@ 退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

区 分

特殊勤務
職員全体に占める手当支給職員の割合

手 当 支給対象職員 1人当たり平均支給年額

(~年度)
手当の種類(手当数)

普通会計 代表的可支給額の多い手当

手当の名称I多いくるの職手員に当支給されて

〔表 6)特別職の報酬等の
状況

(平成7年4月1日現在)

区 給料(報酬) 期 末 手 当
分 月額

市
830，∞0円

長

助
685，0∞円

(支給割合)

役
6月期 1.6月分

収
610，0∞円 1 . 9月分

入
12月期役

議 3月期 0.5月分405，000円
長

言十 4.0月分
高議rJ 
371，∞0円 加算措置 有長

議
340，0∞円

員

〔表7)定員の状況
部門別職員数の状況

区 分

部 門 平成5年

一 般行政部門 308 

特別行政部門 7 1 

公営企業等会計部門 352 

ムロ 言十 73 1 

職

区

分

扶

養

手

当

住

居手当

覇言

員

平成6年

308 

6 8 

352 

728 

商己

偶

者

以

外

全職種

13.9% 

43，899円

6 

社会福祉職手当

社会福祉職手当

時 6 支給総額 70，727千円
問 年
外
度
職員1人当たり

189千円
( 務勤 支給総年額

普手 5 支給総額 73，146千円
要τ""当 年

職員 1人当たり言十 度 支給総年額 194千円

(平成7年4月1日現在)

内 全$
国の制度 国の制度と

との異動 異なる内容

直己 イ掲 者 16，000円

配偶者有 5，500円
1人目
配偶者無 11，000円

2 人 目 5，500円 同

1人につき
3人目以上

2，000円

満16歳の年度初めから 1人につき
満22歳の年度末までの子 2，000円加算

借 家(借問) 限度額 27，000円 部
5年経過し

持 家 2，500円 異なる
た持家の住

居手当額

交通機関等利用者限度額 45，000円
同

交通用具利用者限度額 20，900円

(平成7年4月1日現在)

数 対前年増減数

平成7年 平成5年 平成6年 平成7年

310 。 。 2 

68 ム3 ム3 。
345 ム3 。 ム7

723 ム6 ム3 ム5

(注) 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。

5 平成7年11月1日



市
史
編
纂
だ
よ
り
 

石
田
遺
跡
」
ー
新
史
料
の
紹
介
 

自
然

・
原
始
・
古
代
・
中
世
部
会
 

新
 

谷
 

雄
 

蔵
 

ふ

Lノー
 

石
に
、
、
 

五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
六
年
四
月
に
石
田
遺
跡
の
第
n
次

発
掘
を
実
施
し
た
。
ま
た
第
皿
次
調

査
は
、
平
成
七
年
四
月

5
五
月
に
飯

詰
小
学
校
の
校
庭
造
成
に
か
か
わ
る

事
前
調
査
と
し
て
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
発
掘
調
査
し
た
。
 

．
検
出
し

た
遺
構
 

第

m
次
調
査
で
検
出
し
た
遺
構
は

竪
穴
住
居
跡
ー
五
棟
、
平
地
式
住
居

跡
ー
二
棟
、
掘
立
て
柱
建
物
跡
ー
一
一

棟
、
井
戸
跡
ー
三
基
、
土
墳

ー
六
基

と
な
っ
て
い
る
（
報
告
書
印
刷
中
）
。
 

こ
れ
ら
の
検
出
し
た
遺
構
に
つ
い

て
、
そ
の
年
代
を
述
べ
る
前
に
出
土

遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
 

．
出
土
し

た
遺
物
 

出
土
し
た
遺
物
を
分
類
し
て
述
べ

る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
 

縄
文
土
器

・
須
恵
器
・
土
師
器

・

鉄
製
品

・
青
磁
・
白
磁
・
瓦
質
土
器
 

・

染
付
・
越
前
焼

・
伊
万
里
焼

次
に
検
出
し
た
遺
構
や
出
土
遺
物

に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
に
ふ
れ
る
こ

と
に
す
る
。
 

・

検
出
し
た
遺
構
と
 

．
町
血
割
物
叫
嚇
似
 

竪
穴
住
居
跡
は
、
全
部
で
五
棟
出

土
し
た
が
こ
れ
ら
の
年
代
は
住
居
跡

に
付
属
す
る
カ
マ
ド
跡
に
土
師
器
や

須
恵
器

（
床
面
上
）
が出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
 

平
地
式
住
居
跡
は
、
二
棟
の
出
土

で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
は
円
形
の
も
の

で
あ
っ
て
こ
の
も
の
の
年
代
は
遺
物

が
無
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
生
活

面
が
竪
穴
住
居
跡
と
同
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
竪
穴
住
居
跡
よ
り
新
し
い

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
と
同
様

平
安
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 

掘
立
て
柱
建
物
跡
は
二
棟
が
検
出

さ
れ
た
。
こ
の
二
棟
の
う
ち
、
 一
棟

は
二
間

×
二
間
の
も
の
で
、
他
の

一

棟
は
、
二
間

×
三
間
の
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
柱
間
隔
が
六
・

六
尺
の
も
の
で
多
分
中
世
の
も
の
で

あ
ろ
う
（
六
・
六
尺
廿
約

2
m）
。
 

柱
穴
は
掘
り
方
が
方
形
で
あ
る
が

柱
そ
の
も
の
は
円
形
で
あ
っ
た
。
 

発
掘
区
に
は
、
付
近
に
方
形
の
柱
 
 

穴
が
あ
っ
て
、
掘
立
て
柱
建
物
跡
が

他
に
も
あ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

も
の
と
観
察
さ
れ
た
。
 

・

井
戸
跡
 

こ
の
も
の
は
三
基
の
検
出
で
あ
る
。
 

「
」の
う
ち
、
 一
基
は
第
五
号
と
し

た
竪
穴
住
居
跡
の
床
面
を
破
っ
て
掘

り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即

ち
竪
穴
住
居
跡
が
埋
ま
っ
て
か
ら
後

に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

・

土
横
 

「」の
も
の
は
六
基
の
検
出
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
も
の
の
う
ち
、
 一
基
だ

け
は
、
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
 

こ
の
も
の
は
第
一
号
と
し
た
竪
穴

住
居
跡
の
床
面
よ
り
下
層
に
あ
っ
た

も
の
で
、
こ
の
土
墳
か
ら
縄
文
時
代

晩
期
の
土
器

（
条
痕文
土
器
）
が
出

土
し
た
。
他
の
五
基
に
つ
い
て
は
、
 

遺
物
が
無
い
の
で
年
代
は
不
明
で
あ

る
。
 

●

拙
土
遺
物
に
つ
い
 

出
土
し
た
遺
物
を
あ
げ
る
と
次
の
 

よ
う
に
な
る
。
 

最
も
多
い
の
は
、
土
師
器
で
、
次
 
 

に
多
い
の
は
須
恵
器
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
須
恵
器
の
中
に
は
前
田
野

目
や
持
子
沢
窯
跡
の
も
の
で
な
く
よ

そ
の
県
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
。
ま
た
土
師
器
の
中
に
は
須
恵
系

の
土
師
器

（
賓形
）
も
含
ま
れ
て
い

た
。
 

さ
ら
に
数
は
少
な
い
が
青
磁
・
白

磁
・
縄
文
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。
 

縄
文
土
器
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
で
あ
る
が
、
 

他
に
擦
文
土
器
も
三
片
程
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
擦
文
土
器
は
土
師
器
が

北
上
し
て
青
森
県
に
達
し
、
北
海
道

で
栄
え
た
土
器
群
が
土
師
器
文
化
と

接
し
て
化
成
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
も
の
は
十
二
世

紀
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

青
磁

・
白
磁
は
十
五
世
紀
後
半
、
 
 

十
六
世
紀
前
半
の
も
の
で
、
多
分
中
 
6
 

国
の
竜
泉
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
 

そ
の
他
伊
万
里
焼
・
唐
津
焼
な
ど

日
本
製
の
も
の
も
出
土
し
た
が
、
伊

万
里
焼
の
中
に
は
十
八
世
紀

5
十
九

世
紀
の
も
の
も
出
土
し
て
い
る
。
 

ま
た
織
部
焼
も
出
土
し
た
が
こ
の

も
の
は
新
し
く
十
八
、
十
九
世
紀
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
 

．
ま
 
と
 
め
 

こ
の
よ
う
に
飯
詰
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
石
田
遺
跡
の
一
部
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 

ま
た
同
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
単
な

る
遺
物
の
包
蔵
地
で
無
く
縄
文
時
代

か
ら
十
な
い
し
十

一
世
紀
（
平
安
時

代
）
の
み
な
ら
ず
中
世
の
掘
立
て
柱

建
物
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
平
安

時
代
や
中
世
に
か
け
て
人
々
が
住
ん

で
い
た
遺
構
が
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。
 

ま
た
出
土
遺
物
か
ら
す
る
と
近
世

に
も
人
々
が
生
活
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
 

第
丑
次
の
発
掘
調
査
で
は
、
体
育

館
や
食
堂
新
築
に
か
か
わ
る
事
前
調

査
で
あ
っ
た
が
溝
状
遺
構
や
柱
穴
等

が
出
土
し
た
が
出
土
し
た
遺
物
は
土

師
器

・
須
恵
器
・
瓦
質
土
器
等
が
出

土
し
た
。
こ
の
瓦
質
土
器
は
庶
民
の

た
め
の
器
で
粗
末
な
も
の
で
あ
る
。
 

須恵器（広口壷）と土師器（査） 
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,
 

【
 

r、 

五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
六
年
四
月
に
石
田
遺
跡
の
第

E
次

発
掘
を
実
施
し
た
。
ま
た
第
田
次
調

査
は
、
平
成
七
年
四
月
1
五
月
に
飯

詰
小
学
校
の
校
庭
造
成
に
か
か
わ
る

事
前
調
査
と
し
て
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
発
掘
調
査
し
た
。

-
検
出
し
た
遺
構

第
田
次
調
査
で
検
出
し
た
遺
構
は

竪
穴
住
居
跡
|
五
棟
、
平
地
式
住
居

跡

|
一一
棟
、
掘
立
て
柱
建
物
跡

二

棟
、
井
戸
跡
|三
基
、
土
接
!
六
基

と
な

っ
て
い
る

(報
告
書
印
刷
中
)。

こ
れ
ら
の
検
出
し
た
遺
構
に

つ
い

て
、
そ
の
年
代
を
述
べ
る
前
に
出
土

遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

-
出
土
し
た
遺
物

出
土
し
た
遺
物
を
分
類
し
て
述
べ

る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

縄
文
土
器
・
須
恵
器
・
土
師
器
・

鉄
製
品
・
青
磁
・
白
磁
・
瓦
質
土
器

.
染
付
・
越
前
焼
・
伊
万
里
焼

次
に
検
出
し
た
遺
構
や
出
土
遺
物

に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
に
ふ
れ
る
こ

と
に
す
る
。

-
検
出
し
た
遺
構
と

.
出
土
遺
物
の
年
代

竪
穴
住
居
跡
は
、
全
部
で
五
棟
出

土
し
た
が
こ
れ
ら
の
年
代
は
住
居
跡

に
付
属
す
る
カ
マ
ド
跡
に
土
師
器
や

須
恵
器

(床
面
上
)
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

平
地
式
住
居
跡
は
、

二
棟
の
出
土

で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
は
円
形
の
も
の

で
あ

っ
て
こ
の
も
の
の
年
代
は
遺
物

が
無
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
生
活

面
が
竪
穴
住
居
跡
と
同
様
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
竪
穴
住
居
跡
よ
り
新
し
い

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
と
同
様

平
安
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

掘
立
て
柱
建
物
跡
は
二
棟
が
検
出

さ
れ
た
。
こ
の
二
棟
の
う
ち
、

一
棟

は
二
間
×
二
聞
の
も
の
で
、
他
の

一

棟
は
、

二
間
×
三
間
の
も
の
で
あ

っ

た
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
柱
間
隔
が
六
・

六
尺
の
も
の
で
多
分
中
世
の
も
の
で

あ
ろ
う

(六
・
六
尺

1
約
2
m
)。

柱
穴
は
掘
り
方
が
方
形
で
あ
る
が

柱
そ
の
も
の
は
円
形
で
あ

っ
た
。

発
掘
区
に
は
、
付
近
に
方
形
の
柱

穴
が
あ

っ
て
、
掘
立
て
柱
建
物
跡
が

他
に
も
あ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

も
の
と
観
察
さ
れ
た
。

・
井
戸
跡

こ
の
も
の
は
三
基
の
検
出
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、

一
基
は
第
五
号
と
し

た
竪
穴
住
居
跡
の
床
面
を
破

っ
て
掘

り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即

ち
竪
穴
住
居
跡
が
埋
ま

っ
て
か
ら
後

に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
土
境
こ
の
も
の
は
六
基
の
検
出
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
も
の
の
う
ち
、

一
基
だ

け
は
、
年
代
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

こ
の
も
の
は
第

一
号
と
し
た
竪
穴

住
居
跡
の
床
面
よ
り
下
層
に
あ

っ
た

も
の
で
、
こ
の
土
接
か
ら
縄
文
時
代

晩
期
の
土
器

(条
痕
文
土
器
)
が
出

土
し
た
。
他
の
五
基
に
つ
い
て
は
、

遺
物
が
無
い
の
で
年
代
は
不
明
で
あ

る
。-

油
土
遺
物
に
つ
い

出
土
し
た
遺
物
を
あ
げ
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

最
も
多
い
の
は
、
土
師
器
で
、
次

に
多
い
の
は
須
恵
器
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
須
恵
器
の
中
に
は
前
田
野

目
や
持
子
沢
窯
跡
の
も
の
で
な
く
よ

そ
の
県
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
。
ま
た
土
師
器
の
中
に
は
須
恵
系

の
土
師
器
(
墾
形
)
も
含
ま
れ
て
い

た
。さ

ら
に
数
は
少
な
い
が
青
磁
・
白

磁

・
縄
文
土
器
も
出
土
し
て
い
る
。

縄
文
土
器
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に

縄
文
時
代
晩
期
の
土
器
で
あ
る
が
、

他
に
擦
文
土
器
も
三
片
程
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
擦
文
土
器
は
土
師
器
が

北
上
し
て
青
森
県
に
達
し
、
北
海
道

で
栄
え
た
土
器
群
が
土
師
器
文
化
と

接
し
て
化
成
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
も
の
は
十
二
世

紀
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

青
磁

・
白
磁
は
十
五
世
紀
後
半
1

十
六
世
紀
前
半
の
も
の
で
、
多
分
中

国
の
竜
泉
窯
で
焼
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

6 平成7年11月1日

そ
の
他
伊
万
里
焼
・
唐
津
焼
な
ど

日
本
製
の
も
の
も
出
土
し
た
が
、
伊

万
里
焼
の
中
に
は
十
八
世
紀
1
十
九

世
紀
の
も
の
も
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
織
部
焼
も
出
土
し
た
が
こ
の

も
の
は
新
し
く
十
八

1
十
九
世
紀
の

も
の
で
あ
ろ
う
。

須恵器(広口萱)と土師器(褒)

.
ま

と

め

こ
の
よ
う
に
飯
詰
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
石
田
遺
跡
の

一
部
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
同
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
単
な

る
遺
物
の
包
蔵
地
で
無
く
縄
文
時
代

か
ら
十
な
い
し
十

一
世
紀
(
平
安
時

代
)
の
み
な
ら
ず
中
世
の
掘
立
て
柱

建
物
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
平
安

時
代
や
中
世
に
か
け
て
人
々
が
住
ん

で
い
た
遺
構
が
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。

ま
た
出
土
遺
物
か
ら
す
る
と
近
世

に
も
人
々
が
生
活
し
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

第
E
次
の
発
掘
調
査
で
は
、

体
育

館
や
食
堂
新
築
に
か
か
わ
る
事
前
調

査
で
あ
っ
た
が
溝
状
遺
構
や
柱
穴
等

が
出
土
し
た
が
出
土
し
た
遺
物
は
土

師
器

・
須
恵
器
・
瓦
質
土
器
等
が
出

土
し
た
。
こ
の
瓦
質
土
器
は
庶
民
の

た
め
の
器
で
組
末
な
も
の
で
あ
る
。



曾
意

の
花
か
ご
口
I

つ
も
あり
が
と
？
」
ざ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
小
山
内
修
導
さ
ん

（川
端
町
一
〇
）H
「
一千
円
。
 

〇
囲
中
三
五
所
川
原
店
（
本
町
二
五
）
H
腕
時
計
外
六
点
。
 

〇
久
保
令
子
さ
ん

（
青森
市
浜
田
字
玉
川
一
九
〇
ー
三
六
）
H

一
万
五
千
円
。
 

〇
M
o
A
お
茶
会

（
三和
弓
子
代
表
）H
一
一万
円
。
 

〇
茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支部

（菊
池
宗
雲
支
部
長
）
H
ーハ
万
円
。
 

⑥
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
（
 

〇
オ
ン
ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
三
上
真輝
実
行
委
員
長
）
H

一
万
五
 

千
二
百
十
円
（
オ
ン
ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル
売
上
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
山
口
武
美
さ
ん

（毘
沙
門
）
H
寄
贈

（
り
ん
ごー
新
種
津
軽
ー
二
箱
）
。
 

〇
太
子
商
事
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所
H
寄
贈
（カ
ル
シ
ウ
ム
豆
腐
七
十
五
 

個
）
。
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、
 
 
「
 

第
六
回
 

・

貴
田
麻
記
子
（
ー
ッ谷
）
 

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
多
く
の

人
と
出
会
う
事
が
でき
ま
し
た
。
「
」
 

れ
か
ら
は
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を

生
か
せ
る
よ
う
に
、積
極
的
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

・

白
戸
し
の
ぶ

（錦
町
）
 

青
年
の
船
で
出
会
「
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
達
と
の
ふ
れ
合
い
、
感
動
的

な
出
来
事
な
ど
、生
涯
忘
れ
る
事
の

出
来
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
 

・

奈
良
岡
 
厚

（川
山
）
 

中
国
や
韓
国
の
青
年
は
、
国
際
交

流
の
た
め
に
日
本
語
を
一
生懸
命
勉

強
し
、
私
達
の
話
を
き
い
て
く
れ
た

の
が
印
象
的
で
した
。
 

・

芹
川
 
愛
美
（石
岡
）
 

い
ろ
ん
な
人
達
と
出
会
い
、
寝
食

を
共
に
し
て
み
ん
な
で
励
ま
し
合
っ

て
過
ご
す
事
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。
 

・

舘
山
 
敏
枝
（鳥
森
）
 

広
大
な
土
地
、
壮
大
な
建
築
物
を

見
、文
化
や
生
活
の
違
い
を
肌
で
感
じ

た
異
国
の
地
。
多
く
の
仲
間
と
共
に

助
け
合
い
笑
い
涙
し
た
時
間
は
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
 

、
よG
、
六ら
戸
い
べ、
」
、
一
い
、
ぺ

＞J

、ら
言
、
女‘
『
者＞
ゾい
（
（
￥
い
j
 

か
・
マ
、

・
 

・

田
中
 
茂
樹
（
松
島
町）
 

韓
国
、
中
国
の
青
年
は
、
自
国
の

歴
史
や
文
化
を
よ
く
勉
強
し
て
お
り

我
々
の
日
本
に
つ
い
て
の
無
知
さ
が

身
に
し
み
た
。
ま
た
県
内
の
若
者
た

ち
と
い
う
「
宝
物
」
を
手
に
入
れ
た
。
 

・

須
郷
 
春
美
（
鳥森
）
 

訪
問
国
の
習
慣
、
文
化
を
肌
で
感

じ
両
国
の
青
年

・
本
県
の
青
年
と
友

好
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
「
」
 

の
経
験
は
一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。
 

・

青
木
 
和
代

（広
田
）
 

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
沢
山
の

友
達
が
で
き
た
こ
と
が
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
韓
国
、
 

中
国
の
学
生
達
と
も
交
流
が
あ
り
、
 

貴
重
な
体
験
ば
か
り
で
満
足
感
で
一

杯
で
す
。
 

・

木
村
 
栄
子
（漆
川
）
 

「青
年
の
船
」
に参
加
し
て
私
が
得

た
大
切
な
事
は
、
沢
山
の
友
達
に
巡

り
会
い
二
週
間
共
に
楽
し
く
過
ご
せ

た
事
だ
っ
た
。
又
、
現
地
で
の
見
学

で
は
自
分
の
目
で
確
か
め
肌
で
触
れ

る
事
が
出
来
感
激
し
、
人
生
の
中
で

生
涯
忘
れ
る
事
の
な
い
宝
と
な
っ
た
。
 
 

（佐
々
木
市
長
を訪
れ
、帰
国
報
告す
る
）
 

帰
港
し
た
時
に
は
、
数
多
く
の
友
と

別
れ
る
の
が
辛
く
涙
を
流
し
な
が
ら

も
再
会
す
る
事
を
誓
い
、
私
に
と
つ

て
貴
重
な
体
験
と
な
「
た
。
 

・

林
 

学

（梅
田
）
 

青
年
の
船
に
参
加
し
、
韓
国
、
中

国
を
訪
間
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、
 

万
里
の
長
城
が
、
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
又
、
色
々
な
古
い
建
築
物
が
、
 

数
多
く
残
っ
て
お
り
、
歴
史
を
感
じ

ま
し
た
。
交
歓
会
に
お
き
ま
し
て
も

韓
国
、
中
国
の
民
族
芸
能
を
拝
見
し
、
 

青
年
同
志
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

・

木
谷
 
隆
之
（
石
岡
）
 

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
多
く
の
 
 

仲
間
と
知
り
合
い
、
そ
し
て
交
流
の

中
か
ら
い
ろ
ん
な
事
を学
べ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

・

片
山
善
一
朗
（
敷
島
町
）
 

異
国
の
人
々
や
文
化
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
人
々
の
思
い
や
り
の
あ
り
が

た
さ
、
又
、
私
た
ち
の
日
常
が
い
か

に
恵
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
 

・

高
松
 
都
子
（布
屋
町
）
 

と
び
き
り
の
青
空
と
新
旧
の
入
り

混
じ
っ
た
荘
厳
な
空
気
で
迎
え
て
く

れ
た
韓
国
、
短
い
時
間
で
し
た
が
戦

争
の
傷
跡
と
二
十
一
世
紀
（
の
意
欲

が
感
じ
ら
れ
る
国
で
し
た
。
中
国
も

ま
た
同
様
、
教
科
書
か
ら
飛
び
出
し
 
 

た
歴
史
そ
の
ま
ま
で
、
自
転
車
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
わ
ず
か
二
週

間
で
し
た
が
、
街
も
人
も
船
酔
い
さ

え
も
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
 

・

高
屋
 
悦
子

（布
屋
町
）
 

九
月
十
日
青
森
港
出
発
、
長
い
旅

の
始
ま
り
で
し
た
。
初
め
て
の
海
外

研
修
、
大
半
が
ダ
ウ
ン
し
た
船
酔
い
、
 

長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
「
故

宮
」
、
 傾
斜
4
0足
が
上
が
ら
な
か
「
 

た
「
万
里
の
長
城
」
、
 何
も
か
も
が

す
ご
い
の
一
言
で
し
た
。
そ
し
て
、
 

日
韓
・
日
中
友
好
の
輪
、
言
葉
だ
け

で
は
な
く
、
心
が
通
じ
た
思
い
で
し

た
。
素
直
に
感
動
し
思
い
出
深
い
研

修
で
し
た
。
 

「青
森
県
青
年

A

め
』
船」
に
参
加
し
 

訪
問
国
H
大
韓
民
国
、中
華
人
民
共
和
国
 

第
六
回

f

J

J

A
Y
「
青
森
県
青
年

W
船
レビ
参
加
齢
意

ベ
〉

Uh

-
-
I
I
l
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1
1
1
1
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I
l
l
i
-
-
'
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I
l
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1
1
1
1
l
l
i
-
-ト
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訪
陪

E
H大
韓
民
国
、

中
華
人
民
共
有
国

・
田
中
茂
樹

(
松
島
町
)

韓
国
、
中
国
の
青
年
は
、
自
国
の

歴
史
や
文
化
を
よ
く
勉
強
し
て
お
り

我
々
の
日
本
に
つ
い
て
の
無
知
さ
が

身
に
し
み
た
。
ま
た
県
内
の
若
者
た

ち
と
い
う
「
宝
物
」
を
手
に
入
れ
た
0

・
須
郷
春
美

(
烏
森
)

訪
問
国
の
習
慣
、
文
化
を
肌
で
感

じ
両
国
の
青
年

・
本
県
の
青
年
と
友

好
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
は
一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た・
青
木
和
代

(
広
田
)

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
沢
山
の

友
達
が
で
き
た
こ
と
が
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
韓
国
、

中
国
の
学
生
達
と
も
交
流
が
あ
り
、

貴
重
な
体
験
ば
か
り
で
満
足
感
で
一

杯
で
す
。

・
木
村
栄
子

(漆
川
)

「
青
年
の
船
」
に
参
加
し
て
私
が
得

た
大
切
な
事
は
、
沢
山
の
友
達
に
巡

り
会
い
二
週
間
共
に
楽
し
く
過
ご
せ

た
事
だ
っ
た
。
又
、
現
地
で
の
見
学

で
は
自
分
の
目
で
確
か
め
肌
で
触
れ

る
事
が
出
来
感
激
し
、
人
生
の
中
で

生
涯
忘
れ
る
事
の
な
い
宝
と
な
っ
た
。

-
貴
田
麻
記
子

(
一
ッ
谷
)

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
多
く
の

人
と
出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を

生
か
せ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
0

・
白
戸
し
の
ぶ

(
錦
町
)

青
年
の
船
で
出
会

っ
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
達
と
の
ふ
れ
合
い
、
感
動
的

な
出
来
事
な
ど
、
生
涯
忘
れ
る
事
の

出
来
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
0

・
奈
良

岡

厚

(
川
山
)

中
国
や
韓
国
の
青
年
は
、
国
際
交

流
の
た
め
に
日
本
語
を

一
生
懸
命
勉

強
し
、
私
達
の
話
を
き
い
て
く
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

・
芹
川
愛
美
(
石
岡
)

い
ろ
ん
な
人
達
と
出
会
い
、
寝
食

を
共
に
し
て
み
ん
な
で
励
ま
し
合

っ

て
過
ご
す
事
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。

・
舘
山

敏
枝

(
烏
森
)

広
大
な
土
地
、
壮
大
な
建
築
物
を

見
、
文
化
や
生
活
の
違
い
を
肌
で
感
じ

た
異
国
の
地
。
多
く
の
仲
間
と
共
に

助
け
合
い
笑
い
涙
し
た
時
間
は
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

(佐
々
木
市
長
を
訪
れ
、
帰
国
報
告
す
る
〉

帰
港
し
た
時
に
は
、
数
多
く
の
友
と

別
れ
る
の
が
辛
く
涙
を
流
し
な
が
ら

も
再
会
す
る
事
を
誓
い
、
私
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。

・

林

学

(
梅
田
)

青
年
の
船
に
参
加
し
、
韓
国
、
中

国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

万
里
の
長
城
が
、
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
又
、
色
々
な
古
い
建
築
物
が
、

数
多
く
残
っ
て
お
り
、
歴
史
を
感
じ

ま
し
た
。
交
歓
会
に
お
き
ま
し
で
も

韓
国
、
中
国
の
民
族
芸
能
を
拝
見
し
、

青
年
同
志
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
楽

し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

・
木
谷
隆
之

(
石
岡
)

今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
多
く
の

仲
間
と
知
り
合
い
、
そ
し
て
交
流
の

中
か
ら
い
ろ
ん
な
事
を
学
べ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
片
山
善
一
朗

(
敷
島
町
)

異
国
の
人
々
や
文
化
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
人
々
の
思
い
や
り
の
あ
り
が

た
さ
、
又
、
私
た
ち
の
日
常
が
い
か

に
恵
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た・
高
松
都
子

(
布
屋
町
)

と
び
き
り
の
青
空
と
新
旧
の
入
り

混
じ
っ
た
荘
厳
な
空
気
で
迎
え
て
く

れ
た
韓
国
、
短
い
時
間
で
し
た
が
戦

争
の
傷
跡
と
二
十

一
世
紀
へ
の
意
欲

が
感
じ
ら
れ
る
国
で
し
た
。
中
国
も

ま
た
同
様
、
教
科
書
か
ら
飛
び
出
し

善
意
の
花
か
ご

た
歴
史
そ
の
ま
ま
で
、
自
転
車
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
わ
ず
か
二
週

間
で
し
た
が
、
街
も
人
も
船
酔
い
さ

え
も
私
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

・
高
屋
悦
子

(
布
屋
町
)

九
月
十
日
青
森
港
出
発
、
長
い
旅

の
始
ま
り
で
し
た
。
初
め
て
の
海
外

研
修
、
大
半
が
ダ
ウ
ン
し
た
船
酔
い
、

長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
「
故

宮
」
、
傾
斜

ω足
が
上
が
ら
な
か
っ

た
「
万
里
の
長
城
」
、
何
も
か
も
が

す
ご
い
の

一
言
で
し
た
。
そ
し
て
、

日
韓

・
日
中
友
好
の
輪
、
言
葉
だ
け

で
は
な
く
、
心
が
通
じ
た
思
い
で
し

た
。
素
直
に
感
動
し
思
い
出
深
い
研

修
で
し
た
。

ー
と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

。
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

0
小
山
内
修
導
さ
ん
(
川
端
町

一
O
)
リ
三
千
円
。

O
側
中
三
五
所
川
原
庖
(
本
町
二
五

)
H
腕
時
計
外
六
点
。

O
久
保
令
子
さ
ん

(
青
森
市
浜
田
字
玉
川

一
九
0
1
一ニ
六

)
H
一
万
五
千
円
。

0
M
O
A
お
茶
会

(
三
和
弓
子
代
表

)
H
二
万
円
。

0
茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支
部

(
菊
池
宗
雲
支
部
長

)
H
六
万
円
。

O
財
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

O
オ
ン
ニ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行
委
員
会

(三
上
真
輝
実
行
委
員
長
)
日
一

万
五

千
二
百
十
円
(
オ
ン
ニ
ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル
売
上
金
)
。

。
養
護
老
人
ホ

l
ム
く
る
み
圏
へ

O
山
口
武
美
さ
ん

(
毘
沙
門

)
H
寄
贈
(
り
ん
ご
l

新
種
津
軽
t

二
箱
)
。

O
太
子
商
事
株
式
会
社
五
所
川
原
営
業
所
リ
寄
贈
(
カ
ル
シ
ウ
ム
豆
腐
七
十
五

個
)
。

平成7年11月1日7 



11月9日は「119番の日」 

あわてず 
正確にr 

叢 
次の要領で、ハッキリと通報してください 、留 

1 火事か救魚か 4.何が燃えているのか 

2 場 所 は 	（病人・けが人の状態は） 

3 大きな目標は 5 あなたの名前と電話番号は 

轟霊しく 
v 	」利用しましよう あなたが通報するとき 

火事と救急は 

局番な119 

申請について県税事務所恕」 
平成 8年に使用する農業用免税証の交付申 

請書を次により受右土します。 

ト場所 五所川原市栄町10 

青森県五所川原合同庁舎 1 階相談室 

ト日時 11月10日（金） 午前 9 時～ 3 時 

ト申請用紙は県税事務所、農業協同組合及び 

軽油販売店にあります。 

※農協、販売店に申請書の提出を依頼される 

方は、申請書の受イ寸日前に農協、販売店へ提 

出してください。 

※詳しくは五所川原県税事務所間税課へ 

廿34 一 2111 内線 207・208 

I 民謡と舞踊の発表会 
～津軽民謡と手踊りの保存と普及に努めて、 

r 今年でちょうど 20年。藻川民謡むつみ会で

は、 これを記念して発表会を開催します。～ 

トと き 11月 9 日（木） 正午より

トところ 三好こコミュニティセンター 

ト主 催 藻川民謡むつみ会 

ト問い合わせ先 容36 一 3427 外崎 

第15回五所川原市 	 一 

少年の主張発表会」 
明日を担う小・中学生の少年たちが、家庭 

・学校生活及び地域社会のふれあいの中で、 

日ごろ考えていることを発表する大会です。 

ト日 時 11月15日（水） 13時～ 

ト場 所 働く婦人の家（ 3 階ホール） 

ト入場料 無料 

ト間い合わせ 総合サービス課廿内線281・282 

五所川原市役所 合35- 2111 

農業用免税軽油の , 
‘~、 ’ ■ ’ ' ” ~ ~ ■’ ー ■ 一 ’ ' ’ ー 

・ペンキ塗り 

お知らせ 

『いじめ110番』開設 
近年多発している子供たちの 「いじめ」 問

題にかかわり、教育委員会では電話相談によ

る 『いじめ 110番』 を開設することになり

ました。 

ト相談開始日 10月23日（月）から 

ト相談受付曜日 祝日を除く毎週月曜及び水 

●裾日 

※但し、年末は12月20日（水）まで、年始は 

1月 8 日（月）から 

ト受付時間 午後1時から午後 4 時30分まて、 

ト相談対象 市内小・中学生、保護者、教職

員等 

ト相談員 福多 郁 相談員 

ト電話番号 33-2206（教育委員会内） 

お役にたちます’ 	コ 
地元の元気な高齢者か 

シルバー人材センターは、健康で働く意欲

ある高齢者の新しい就職システムです。 

地域の発展に寄与することを目的として運

営されている公益的な団体で法律により労働

省・都道府県・市（区）町村の援助を受けて

います。 

シルバー人材センターには豊かな知識・経

験を生かせる仕事がいろいろあります。 

業務内容は 

（事務分野） 

・一般事務 ・毛筆筆耕 ・あて名書き等 

（サービス分野） 

・福祉、家事援助サービス 

（管理分野） 

・駐車場管理等 

（技術を必要とする分野） 

・ふすま張り ・大工仕事 

・植木手入れ ・和・洋裁等 ・ペンキ塗り 

（屋内外の軽作業） 

・清掃 ・樹木消毒 ・除草 ・草刈り 

・その他（車の運転、農作業、片づけ作業） 

※市内に居住しておおむね60歳以上で働く意

欲のある健康な人なら、しいつでも会員になる

ことが出来ます。 

※詳しいことは 市福祖：事務所 2 階 

五所川原市シルバー人材センター”34-8844 

平成 7年11月1日 8 

・あて名書き等 

〔農業用免税軽油の つ
申請について県税事務所生
平成8年に使用する農業用免税証の交付申

請書を次により受付します。

砂場所 五所川原市栄町10

青森県五所川原合同庁舎 1階相談室

砂日時 11月10日(金) 午前 9 時~3 時

砂申請用紙は県税事務所、農業協同組合及び

軽油販売庖にあります。

※農協、販売庖に申請書の提出を依頼される

方は、申請書の受付目前に農協、販売庖へ提

出してください。

※詳しくは五所川原県税事務所間税課へ

宮 34-2111 内線 207・208

11月9日は f119番の日I

5も
あわてず
正確にH

l民謡と舞踊の発表会|
~津軽民謡と手踊りの保存と普及に努めて、

今年でちょうど 20年。藻川民謡むつみ会で、

は、これを記念して発表会を開催します。~

惨と き 11月 9日(木)正午より

惨ところ 三好コミュニティセンター

砂主催 藻川民謡むつみ会

砂問い合わせ先宮36-3427 外崎

号室AJ室長発表会」
明日を担う小・中学生の少年たちが、家庭

・学校生活及び地域社会のふれあいの中て¥

日ごろ考えていることを発表する大会です。

砂日時 11月15日(水) 13時 ~

砂場所 働く婦人の家(3階ホール)

砂入場料 無料

砂問い合わせ 総合サービス課宮内線281・282

五所川原市役所宮35-2111 

お知らせ

[~いじめ110番』開設]
近年多発している子供たちの「いじめ」問

題にかかわり、教育委員会では電話相談によ

る「いじめ 11 0番』を開設することになり

ました。

砂相談開始日 10月23日(月)から

砂相談受付曜日 祝日を除く毎週月曜及び水

a~ 日

※但し、年末は12月20日(水)まで、年始は

1月 8日(月)から

砂受付時間 午後 1時から午後 4時30分まで

砂相談対象 市内小・中学生、保護者、教職

員等

険相談員 福多都相談員

砂電話番号 33-2206 (教育委員会内)

「お役にたちますP l 
地元の元気な高齢者??」

シルバ一人材センターは、健康で働く意欲

ある高齢者の新しい就職システムです。

地域の発展に寄与することを目的と して運

営されている公益的な団体で法律により労働

省・都道府県 ・市(区)町村の援助を受けて

います。

シルバ一人材センターには豊かな知識 ・経

験を生かせる仕事がいろいろあります。

業務内容は

(事務分野)

・一般事務 ・毛筆筆耕 ・あて名書き等

(サービス分野)

-福祉、家事援助サービス

(管理分野)

・駐車場管理等

(技術を必要とする分野)

・ふすま張り ・大工仕事

・植木手入れ ・和・ 洋裁等 ・ペンキ塗り

(屋内外の軽作業)

・清掃 ・樹木消毒 ・除草 ・草刈り

・その他(車の運転、農作業、片づけ作業)

※市内に居住しておおむね60歳以上で働く意

欲のある健康な人なら、いつでも会員になる

ことが出来ます。

※詳しいことは 市福祉事務所 2階

五所川原市シルバ一人材センタ-ft34-8844 
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」 

1 

「農閑期には 	 ー 

国民年金保養センターノ＼ 

国民年金保養センターは、国民年金の加入

者や受給者、その家族の方などの健康増進と

保養のためにつく られた国の施設です。 

国民年金保養センターは、全国46都道府県

に53カ所あります。 

青森県には、北津軽郡鶴田町の津軽富士見

湖畔に 「つがる富士見荘」 があります。 

テニスコートとゲートボール場があり、多

目的ホールではバドミントン、卓球などが楽

しめます。 これらのスポーツ用具やサイク lJ 

ング用の自転車は無米斗で貸し出します。 

部屋の窓からは津軽富士見湖が一望でき、 

岩木山も湖面にその姿を浮かべます。 また、 

湖の東西をつなぐ、全長 3百メートル、総ヒ

バ造りの日本一長い木橋の名は 「鶴の舞橋上

対岸の富士：見湖パークへの散策にも大変便利

です。 

冬には徒歩で15分の鶴田町営スキー場、ま

たは車で40分の鯵ケ沢スキー場へ足を伸ばし

てみてはいかがでしょう。 

スキー用具も無料・で貸し出ししています。 

そして、多くの薬効成分を含んだ熱の湯温

泉で日頃の疲れを癒してください。 

※お間い合わせ、申し込みは直接 「つがる富

士見荘」 へ。 か22-3003 

青年海外協力隊員 

募集説明会一 
レ日日寺 11月14日（火） 18時30分～20時30分 

レ場所 新町 「働く婦人の家」 

レ内容 ，辰遣のシステムや待遇等について詳 

しく説明します。 また、協力隊広報映 

画の上映や隊員〇 B ・〇0の体験発表 

もあります。 

入場料、予約等は一切不要です。 

レ詳細間し、合わせ先 廿022 - 223 - 5151 

国際協力事業団東北支部 協力隊担当 

忘れ物のご案 

ごしょがわら牧場・収穫グルメまつりにおいて、 

忘れ物がありましたので、お気付きの方は電話 

で確認のうえ、取りに来てください。 

⑥ベージュのレジャーハット（名前・かずえ） 

⑥銀ぶちの近眼用（軽い）メガネ 

⑥銀色のマグネットブレスレッ ト 

ト連絡先 広域新農業センター 廿37-2104 （原田） 

「五所川原市名誉市民 	 1 

~轟露箕を祝っ会I 
I 〇日日寺 平成 7 年11月18日（土）午後 6時 

i 〇場所 藤吉郎 

l 0会費 6・000円（記念品代含む） 

I 	 当日会場で申し受けます。 

i 〇申し込み締め切り 平成7年11月10日（劃 

1 〇申し込み先 市文化振興会議事務局  

I 	 "35-  6056  （市中央公民館内） 

I 主催 五所川原市文化振興会議 

1 	fl:) 北 五 医 師 会 

I 	 五所川原ロータリークラフ” 

し 	 助五所川原市体育協会 

第1回 	 ー 

市民軽スポーツの集い 
トと き 11月12日（日） 受イ寸開始 8 時45分 

トところ 市民体育館 （栄町） 

ト競技種目 

(1）ソフトバレーボール（男子・女子の部） 

(2）イ ンデァカ （男子・女子の部） 

(3）チャレンジ・ザ・ゲーム （制限なし） 

ト申し込み 申込書により、下記ヘ 

ト申し込み先 市教育委員会 

生涯スポーツ課 廿内線 570 

ト申し込み期限 ii月 7 日（火） 厳守 

～心に豊かさとゆとりを求めて～ 

L 第3回働〈婦人の家利用者発表会コ 

～各講座等の作品と技芸を展示発表します～ 

ト日程 （1)11月18日（D 13時 漆川与師子・舞 

14時 記念講演 東北女子大学講師 

刀は寸キミ氏、 14時50分 舞台発表 

(2)11月19日（日） 11時 舞台発表

ト場所 新町 働く婦人の家 ,35 - 8898 

※会期中は、各種サークルの作品展示、食堂、 

喫茶、チャリティーバザー、お茶会が開かれ

ています。 ぜひ、おいでください。 

市税の納 期 
レ固定資産税第4期納期限 	11月30日 

>国民健康保険税第5期納期限 11月30日 

9 平成 7年11月 1日 

〔農閑期には
一国民年金保養センター八
国民年金保養センターは、国民年金の加入

者や受給者、その家族の方などの健康増進と

保養のためにつくられた国の施設です。

国民年金保養センターは、全国46都道府県

に53カ戸斤あります。

青森県には、北津軽郡鶴田町の津軽富士見

湖畔に「つがる富士見荘」があります。

テニスコートとゲートボール場があり、多

目的ホールではバドミントン、卓球などが楽

しめます。これらのスポーツ用具やサイクリ

ング用の自転車は無料で貸し出します。

部屋の窓からは津軽富士見湖が一望でき、

岩木山も湖面にその姿を浮かべます。また、

湖の東西をつなぐ、全長3百メートル、総ヒ

パ造りの日本一長い木橋の名は「鶴の舞橋」。

対岸の富士見湖パークへの散策にも大変便利

です。

冬には徒歩で15分の鶴田町営スキー場、ま

たは車で40分の鯵ヶ沢スキー場へ足を伸ばし

てみてはいかがでしょう。

スキー用具も無料で貸し出ししています。

そして、多くの薬効成分を含んだ熱の湯温

泉で日頃の疲れを癒してください。

※お問い合わせ、申し込みは直接「つがる富

士見荘」へ。 宮 22-3003

仁青年海外協力隊員
募集説明会

[>日時 11月14日伏) 18時30分~20時30分

[>場所 新町「働く婦人の家」

じ〉内容 派遣のシステムや待遇等について詳

しく説明します。また、協力隊広報映

画の上映や隊員OB.OOの体験発表

もあります。

入場料、予約等は一切不要ですo

b詳細問い合わせ先 ft022 -223 -5151 

国際協力事業団東北支部協力隊担当

忘れ物のご案

ごしょがわら牧場・収穫グルメまつりにおいて、

忘れ物がありましたので、お気付きの方は電話

で確認のうえ、取りに来てくださしミ。

。ベージュのレジャーノ、ット(名前・かずえ)

。銀ぶちの近眼用(軽い)メガネ

。銀色のマグネットプレスレット

砂連絡先 広域新農業センタ-ft37-2104 (原因)

9 平成7年11月1日

第1回一一 「

市民軽スポーツの集い」
惨と き 11月12日(日) 受付開始 8時45分

惨ところ 市民体育館 (栄町)

砂競技種目

(1)ソフ トバレーポール(男子・女子の部)

(2)インデァカ(男子・女子の部)

(3)チャレ ンジ ・ザ・ゲーム(制限な し)

砂申し込み 申込書により、下記へ

砂申し込み先 市教育委員会

生涯スポーツ課 宮 内線 570

.砂申し込み期限 11月 7日(火) 厳守

仁~心に豊かさとゆとりを求めて~

第3目働〈婦人の家利用者発表会
~各講座等の作品と技芸を展示発表します~

砂日程 (1)11月18日(封 13時 漆川獅子舞

14時 記念講演 東北女子大学講師

川村キミ氏、 14時50分 舞台発表

(2)11月19日(日) 11時舞台発表

惨場所新町働く婦人の家 君35-8898 

※会期中は、各種サークルの作品展示、食堂、

喫茶、チャリティーバザー、お茶会が聞かれ

ています。ぜひ、おいでください。

市税の納期
b固定資産税第4期納期限 11月30日
b国民健康保険税第5期納期限 11月30日
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講師吉 

●青森県警察本部音楽隊の演奏・ 

●交通安全功労者等の表彰 

●五所川原女声コーラスの合唱 

●交通安全意見発表 ●特別講演 

〈特別講演〉 
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● 1 階フロア 

(1）交通安全用品展示 

(2）手作り交通安全マスコツト展示 

(3）交通安全ポスター展示 

(4）交通事故写真パネル展示 

(5）踏切事故防止PRコーナー 

●センター正面 

(1）運転適性診断の実施 

(2）シートベルトコンビンサー衝撃体験 
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1
  

水
  

市内小・中学校音楽発表会 13:00 
大
ホ

ー
ル
  

26 日
  

映画鑑賞「エイジアン・
ブルー（浮島丸サゴン）」 

14:00 
前売 

1,300円 

3
  

金
  

ウイーン・ト一ンキュンス
トラー室内オ一ケストラ 

18:30 
自由席 
2.000円
学生席 
1,000円 

29 水
  

講演会 日生財団中間

シンポジュウム 
10:00 無米斗 

5
  

日
  

西北五合唱祭 無米斗 

9
  

木
  

平成 7年青森県交通安

全フエステイバノレ 
10:30 
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4
  

土
  

アンサンブル 
ニコンノラ二ス ト 無半i斗 

11 土
  音楽発表会 10:00 無料 11 土

  

五所川原女声コーラス

発表会 
18:30 

自由席 

1,000円 12 日
  

15 水
  

平成 7 年度青森県防火

の集い 五所川原大会 
10:00 無料 17 金

  

平成 7年度市税完納表
彰式】 13:00 無料 

18 土
  

狂言・太郎冠者と 
（おゃこ劇場） 	遊ぼう 

18:30 会 員 
昭
  

土
  

五所川原シノビックコア

フオーラ．ム 
13:00 無米斗 

19 日
  

劇団 雪の会 公演 14:00 
18:30 

前売 
2, 80(）円 

19 日
  

浅野 清 ピアノリサ

イタノレ 
14:00 

大人 

2,000円 23 木
  

琴名I充西北五支部大正
琴発表会 

13:00 無米斗 

23 木
  

劇映画「罵冒雑言」 

(2回公演） 
15:00 
19:00 

前売 

1,200円 
24 金

  同人誌「権」 
奈良 正・写真展 9 :00 無 半斗 nノ

］
 
。

乙
 

に
〕
 

（b
  

土
 
日
  

24 金
  

伊奈かっペい 
ニ1ンサ一ト 

18:30 
前売 
2,500円 

平成 7年11月1日 10 

¥ 臼 曜 催 キ初 開 演 入場料 ¥ 白 曜 催 キ初 開演 入場料臼 日

1 71< 市内小・中学校音楽発表会 13:00 大 26 映画鑑賞「エイジアン・
前売

日
ブFノレー(浮島丸サゴン)J

14:00 
1，300円

ウィーン・トーンキュンス
2学l自，.00生由00席0席0 円円
ホ

3 金 18:30 
トラ一室内オーケストラ 講演会 日生財団中間

jレ29 71< シンポジュウム 10:00 無料
5 日 西北五合唱祭 無料

大 平成 7年青森県交通安 4 土
アンサンプノレ

無料9 オて
全フェスティバノレ

10:30 コンテスト

五所川原女声コーラス 自由席
11 土

11 土 18:30 音楽発表会 10:00 無料

ホ 発表会 1，000円 12 日

平成 7年度青森県防火 17 金
平成 7年度市税完納表

13:00 無料15 71< 
の集い五所川原大会

10:00 無料 彰式

ホ 狂言 ・太郎冠者と

I 118 五所川原シピックコア
18 土

(おやこ劇場) :ìff~まう
18:30 会員

土 13:00 無料
フォーラム

14:00 前売
I 119 日 劇団 雪の会 企討寅

浅野清 ピアノリサ 大人
18:30 2，800円

19 日 14:00 
jレ イタノレ 2，000円 23 オて琴名流西北五支部大正 13:00 無料

;l.-
琴発表会

劇映画「罵署雑言」 15:00 前売
23 オて

(2回公演) 19:00 1，200円
24 金
同人誌「擢」

伊奈かっぺい 前売
25 土 奈良正 ・写真展 9・00 無料

24 金
コンサー ト

18:30 2，500円 26 日
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ホールの催しE軍四四TiI
-青森県警察本部音楽隊の演奏・演技

・交通安全功労者等の表彰

・五所川原女声コーラスの合唱

・交通安全意見発表 ・特別講演

併催行事 a0:30...14 :30 

幾三

.n皆フロア
(1)交通安全用品展示

(2)手作り交通安全マスコット展示

(3)交通安全ポスター展示

(4)交通事故写真パネル展示

(5)踏切事故防止PRコーナー

・センタ一正面

(1)運転適性診断の実施

(2)シートベルトコンビンサー衝撃体験

10 平成7年11月1日



平成7年度 

青森県防火の集い 
ー当市で開催される一 

おやすみまえに 

「災害に 備えて日頃の 火の用心」 

県内の婦人防火クラブ、幼年、少年消防ク

ラブを中心に関係者が一同に会し、防火を誓

い合うことにより、県民の防火の意識の高揚

並びに民間防火組織の拡大を図り、以って、 

住宅防火等、災害の軽減と高齢者等災害弱者 

が安心して住める環境づく りを推進するため

に実施するものです。 jタなさんのご来場をお

待ちしております。 

1． 日 時 11月15日（水） 

10時30分から14時30分 

2． 場 所 ーふ、るさと交流圏民センター 

3． 共 催 青森県幼少年婦人防火委員会 

五所川原地区婦人少年幼年防火委員会 

財団法人 日本防火協会 

4. 出演団体 さかえ保育園幼年消防クラフ’ 

まつしま団地保育園幼年消防クラフ’ 

長橋保育園幼年消防クラフ’ 

梅田保育園幼年消防クラフ” 

藻川保育園幼年消防クラフ” 

七和保育園幼年消防クラフ’ 

なおみ保育園幼年消防クラフ’ 

津軽野保育園幼年消防クラフ’ 

新宮団地保育園幼年消防クラフ’ 

かまや保育園幼年消防クラフ’ 

第一さつき保育園幼年消防クラフ’ 

第二さつき保育園幼年消防クラフ’ 

ひまわり幼稚園幼年消防クラフ’ 

五所川原幼稚園幼年消防クラフ” 

三好婦人防火クラフ’ 

青森県警察音楽隊 

その他関係団体 

あおもり女性フオーラムー 
阪神大震災被災地の女性市長を迎えて 

★基調講演 兵庫県芦屋市長 北村春江氏 

テーマ 『女」性市長の激震日記』 

～災害と福祖：~ 

★女性議員シンポジウム 『福祉と地域づくり』 

県内の女性靖義員が集合ノ 

トと き 11月11日（土） 午後 2日寺一-5時

トところ 青森市 青森県水産ビル 7 階 

（アスパムとなり）廿0177 - 22 - 5001 

ト入場料 500円 

主催 	青森県女‘性議員懇談会ff01 72-27-2003 

1I 平成 7年11月1日 

ーl」鳳 	‘、食、，山 I‘日ル I△ 

冬詑総 令血 ~ 狂言をみるのが初めて 

穆ミ飴ニ肴ー 容奪て、もテレビやマンガ、マ寅 

三ぐるり三と言「ートJ ミ三蓉iジ乞劇と比べながら、う王言と 

参火菱豊乏Z）テ父蓉④参遜はどんなお芝居なのか、お 

」2谷＠，、ぞ ミ（ジ三多りl三教えします。 実際に狂言 

ミジき， つう三ぐ分」ぐ三「,車にびり）」と小舞「兎（うさぎ）」 

~容昌奮iiI も見ていただきます。 

きっと狂言の楽しさ、 あたたかさが伝わる 

ことでトしょう。 

◆と き 11月18日（土） 18時30分～ 

◆ところ りふ、るさと交流圏民センター 

◆対 象 小学2 年生以上の会員 

◆会員券は先着順の座席指定です 

◆お間い合わせ 五所川原おやこ劇場 

本町 東奥日報支局4 階 ff34 - 2170 

ーシビックコアフオーラムコ 

inごしよがわら二 
～街づく りフォーラムを開催～ 

市では現在、新たな街づく りとして、市内 

唐笠柳、姥子き地区に 「虫おく りの里」 づく り 

を推進しています。 

この街づく りを進めるためには、市民の皆 

様の協力が必要なことから、広く 「街づく り」 

を PRするイベントを次により開催します。 

◆と き 11月18日（土） 13時10分 

◆ところ 』、るさと交●流圏民センター 

◆講 演 （1)「ごしょがわら今昔牛勿語」 

失われた五所川原著者 山本和夫氏 

(2) E)亜し土に根づいた街づく り」 

長崎ハウステンボス設計者 池田武邦氏 

◆入場料 無料 

◆間い合わせ先 事務局 都市開発課内 

廿 内線（224・231) 

、 

あの日から50年（戦後50年一）、悲劇の歴史を乗り越えて 

『エイジアン・ブルー（浮島丸サゴン）』上映会 

11月26日（日） 理撫維溝30分 
特別前売入場券 一般 1, 300円 小・中学生 1,000円 

（当日 1,700円） 	（当日 1,200円） 
.／ら、るさと交流圏民センター（オルテンシア）大ホール 

摺売X1I. 49-Q)r 	 零踊誤声努お求めください 
上映会実行委員会 （連合青森西北五地域協議会） 

お間い合わせ 電話 0173 - 35 - 0111 
、 	 ノ 

五所川原市役所 公35- 2111 

慧 -r- '3 嚢 

4' 

、 

, 

' 

「害議:空会官まじ」
おやすみまえに

「災害に備えて日頃の火の用心」

県内の婦人防火クラブ、幼年、少年消防ク

ラブを中心に関係者が一 同に会し、防火を誓

い合うことにより、県民の防火の意識の高揚

並びに民間防火組織の拡大を図り、以って、

住宅防火等、災害の軽減と高齢者等災害弱者

が安心して住める環境づくりを推進するため

に実施するものです。みなさんのご来場をお

待ちしております。

1.日時 11月15日(水)

10時30分から 14時30分

2. 場 所ふるさと交流圏民センター

3. 共 催 青森県幼少年婦人防火委員会

五所川原地区婦人少年幼年防火委員会

財団法人 日本防火協会

4. 出演団体 さかえ保育園幼年消防クラブ

まつ しま団地保育園幼年消防クラブ

長橋保育園幼年消防クラブ

梅田保育園幼年消防クラブ

藻川保育園幼年消防クラブ

七和保育園幼年消防クラブ

なおみ保育園幼年消防クラブ

津軽野保育園幼年消防クラブ

新宮団地保育園幼年消防クラブ

かまや保育園幼年消防クラブ

第ー さっき保育園幼年消防クラブ

第二 さっき保育園幼年消防クラブ

ひまわり幼稚園幼年消防クラブ

五所川原幼稚園幼年消防クラブ

三好婦人防火クラブ

青森県警察音楽隊

その他関係団体

〔あおもり女性フォーラム]
阪神大震災被災地の女性市長を迎えて

*基調講演 兵庫県芦屋市長北村春江氏

テーマ 「女性市長の激震日記」

~災害と福祉~

*女性議員シンポジ.ウム 「福祉と地域づくり」

県内の女性議員が集合/

惨と き 11月 11 日(土)午後 2 時~ 5 時

惨ところ 青森市青森県水産ピル 7階

(アスパムとなり) 宮0177-22 -5001 

砂入場料 500円

主催 青森県女性議員懇談会宮0172-27-2003

11 平成7年11月1日

ことてもしょう 0

.と き 11月18日(土) 18時30分 ~

. ところ ふるさと交流圏民センター

.対象 小学2年生以上の会員

.会員券は先着順の座席指定です

.お問い合わせ 五所川原おやこ劇場

本町東奥日報支局4階 宮34-2170 

〔シビックコアフォーラム]
inごしょがわら

~街づくりフォーラムを開催~

市では現在、新たな街づくりとして、市内

唐笠柳、姥沼地区に「虫おくりの里」づくり

を推進しています。

この街づくりを進めるためには、市民の皆

様の協力が必要なことから、広く「街づくり」

をPRするイベントを次により開催します 0

.とき 11月18日(土) 13時10分

.と ころ ふるさと交流圏民センター

.講 演 (1)rごしょがわら今昔物語」

失われた五所川原著者 山本和夫氏

(2) r風土に根づいた街づくり」

長崎ハウステンポス設計者池田武邦氏

.入場料 無料

.問い合わせ先 事務局都市開発課内

宮 内線 (224・231)

あの日から日年 (戦後回年ー)、悲劇の歴史を乗り越えて

『工イジアン・ブルー(浮島丸サゴン).nよ映会

11月26日(日) :里震ご午護 iii30分
特別前売入場券 一般 1，300円 小・中学生 1，000円

(当日1，700円) (当日1，200円)
ふるさと交流圏民センター (オルテンシア)大ホール
※前売入場巻は、 ポスターの張ってあるお庖でお求めく ださい
主催 「エイ ジアン ・ブルー (浮島丸サゴン)J 
上映会実行委員会 (述合青森西北五地域協議会)

お問い合わせ 電話 0173-35 -0111 

五所川原市役所宮35-2111 



茎鐘豪食桑蔀とはつ 

たばこが健康に及ぼす害がさ

けぱれたり、禁煙運動や嫌煙権

などが急速にすすめられるなか、 

たばこを愛する「愛煙家」のみ

なさんは、どのようにお過ごし

でしようかフ 

・たばこなしでは 
生活できない！ 

たばこを吸ってて 
何が悪い！ 

・たばこを吸ってて肩身が
せまい思いをしている。 

・家族に「たばこは身体に良く
ない」とか「やめれば？」と
言われ、ちょっと気になる。 

「何か運動を始めたいけど何となくできない」「体を動か

したいけどどんなことをやればいいの7」と思っている方 

へお知らせです。 

無理なく全身運動ができるといわれている水中歩行を、市内のスポーツクラブのプール

でー度、体験できるのが「ウォークスイミング」です。 

水中運動は成人病の予防、シェイプアップ、風邪の予防、全身のリラックス、ストレス

解消にとたくさんの効果があります。水の心地よい感触を楽しみながらあなただけの目標

違成への第一歩としてまずは参加してみませんか I 

ウオーク 
スイミングって何？ 

平成8年度 学生募集 
青森県営農大学校ー 

七戸町にある営農大学校では、パソコンや 

バイオテクノロジーなど農業に関する最先端 

の技術や知識が習得できます。 

◆受験資格 高校卒業又は 3月に卒業見込み 

の方 

◆募集人員 男女合わせて70名 

◆修業年限 2年（全寮制） 

◆経費 受験料・授業半斗は無料。諸経費（教 

科書代、校外研修費、資格試験料、寮 

費、食費等）として1年次、 2年次に 

それそ甘画句50万円かかります。 

◆願書受付 平成 8年1月16日（火）-2月 6 

日（火） 

◆試験日 平成 8年2月16日（金） 

◆問い合わせ先 青森県営農大学校 

青森県上北郡七戸町字大沢48-8 
胃 O176 -62 - 3111 

花を楽しむ教室 
働く婦人の家生活講座受講生募集 

～流儀にこだわらず好みの花と花器を使って

の生け方を学んでみませーんか～ 

●期日 11月13日（月） 

●時間 10時～12U寺 18時30分～20時30分 

●講師 青山勢イ以子先生 

●受講資格 市内に住所又は職場を有する方 

●受講料 無料一（但し1オ料費は各自負担） 

●募集人数 20名 

●持参する物 好みの花、花器、鉄、剣山等 

（但し用意出来ない方は申し込みの際

に：お話しください。） 

．申し込み・間い合わせ先 五所川原市新町

働く婦人の家 雪35 - 8898 

※11月 9 日からの介護講習会は皆様方のご支

援により定員に達しました。 ご協力ありが

とうございました。 

そんなみなさんが集まって「楽しくたばこを語る」、倶楽部です 

~平成7年11月9日（木）．保健センター 
午前q nn-19 ro 

どんな事をつ 

なにをするのか・テ一マ 講 	師 
l」みなさんと保健島十で，お話ししまし

よう「あなたの愛煙家度チエック」 

h日「 )I瞭市民生福祉部保健環境課

保健婦 木村 淑子 

α「鷲L-r農篠嚇籍難灘整 
ほしいワンポイントアドバイス」 

日本たばこ産業青森営業所長 

鈴木 隆一 

③医師からのたばこに関する正しい情
報を聞く「最近の喫煙事情」 

五所川原保健所長 

桜庭 度次 

④参加者の体験談、感想などの情報交換 
五所”原市民生福祉部保健環境課

保健婦 斎藤 綾子 

●たばことあなたの新しい関係がきっとみつかるかもしれません・ 

どちらの教室も定員は30名です。（定員になりしだい、メ切らせていただきます。） 

お申し込みは ①申し込み書に必要事項を記入して、ポストへ。 
（申し込み書は、市役所保健環境課、各スポーツクラブにあります） 

又は②下記連絡先へ電話でお申し込み下さい。※後日、詳細につして通知いたしま 40 

保健 環境課 （内線234・232)  

五所川原市役所 容35 - 2111 
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い っ 11月20日（月） 12月7日（木） 

時 間 9時00分から12時まで 

どこで 
スポ一ッア力デミー 

五所川原 
サンフイッシュスポ 
ーックラブ五所川原 

講 師 
インストラクター 

栗 形 知 子 
エアロビクスインストラクター 

対 馬 美紀子 

）
一
二
 

容

一

（
  

内
  

①医師による健康チエック 

②ハッピーアワー「あなたと運動の心地よい関係」 

③体験学習・水中歩行「ウオークスイミング」 

※内容、方法はスポーッアカデミー五所川原及びサ

ンフイッシュ五所川原の、オリジナルプログラム

にそって実施します。 

「平成8年度学生募集寸
青森県営農大学校」

七戸町にある営農大学校では、パソコンや

バイオテクノロジーなど農業に関する最先端

の技術や知識が習得できます。

.受験資格 高校卒業又は3月に卒業見込み

の方

・募集人員 男女合わせて 70名

・修業年限 2年(全寮制)

・経費 受験料 ・授業料は無料。諸経費(教

科書代、 校外研修費、資格試験料、寮

費、 食 費等) として 1年次、 2年次に

それ ぞれ約 50万円かかります。

・願書受付 平成 8 年 1 月 16 日 (火)~2 月 6

日 (〆く)

.試験日 平成8年 2月16日(金)

・問い合わせ先 青森県営農大学校

青森県上北郡七戸町字大沢48-8

宏量0176-62 -3111 

たばこが健康に汲ぽす害がき

けItれたり、 禁煙運動や嫌煙慣

などが急速にすすめられるなか.

たItこを愛する r愛煙家J のみ

なさんは、どのようにお過ごし

でしょうか?

-たばこなしでは
生活できない!

.たばこを吸ってて
何が惑いf

・たばこを吸ってて肩身が
せまい思いをしている.

・家族に 「たばこは身体に良く
ない」とか 「やめればワ」 と
言われ、ちょっと気になる。

そんなみなさんが集まって 「楽しくたばこを結るJ、倶楽部です

-Q"平成7年11月9日(木)・保健センター
午前9:00-12:00

4圏富惨
なにをするのか・テーマ

①みなさんと保健婦で、お話ししまし
ょう rあなたの愛煙家度チェックJ

②販売者側からのたばこの最新情報を聞く
『喫煙していて健康でいるために知っていて
ほしいワンポイントアドパイスJ

③医師からのたばこに関する正しい情
報を聞く「最近の喫煙事情J

③参加者の体験談、感想などの情報交換

E糞飾
五所川原市民生福祉部保健環境E

保健婦木村淑子

日本たばこ産業青森営業所長

鈴木隆一
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「花を楽しむ教室「
L働く婦人の家生活講座受講生募集」
~流儀にこだわらず好みの花と花器を使つて

の生け方を学んでみませんか~

・期日 11月13日(月)

・時間 10時~12時 18時30分~20時30分

・講師 青 山勢似子先生

・受講資格 市内に住所又は職場を有する方

・受講料 無料(但し材料費は各自負担)

・募集人数 20名

・持参する物 好みの花、花器、鉄、剣山等

(但し用意出来ない方は申し込みの際

にお話しください。)

・申し込み・問い合わせ先 五所川原市新町

働 く婦人 の家 宮35-8898 

※11月 9日からの介護講習会は皆様方のご支

援により定員に達しました。ご協力ありが

とうございました。

r何か運動を始めたいけど何となくできないJ r体を動か

したいけどどんなことをやればいいの?J と思っている方

へお知らせです.

無理な〈全身運動ができるといわれている水中歩行を、 市内のスポーツヲラブのプール

で一度、体験できるのが rウォーウスイミンゲJです。

水中運動l孟成人病の予防、シェイプアップ、 風邪の予防、全身のリラツウス、ストレス

解消にとたくさんの効果があります。ホの心地よい感触を楽しみながらあなただけの目標

達成への第一歩としてまずは参加してみませんか l

い つ 11月20日(月〉 12月7日(木)
時 間 9時00分から 12時まで

どこで
スポー ツアカデミー サンフイ ツシユスポ

五所川原 ー ツクラブ五 所川原

3着 自市
インストラクデー エアロピクスインストラヲヲー

粟形知子 対馬美紀子

①医師による健康チェック

②ハッピーアワー「あなたと運動の心地よい関係」

内 合円相
③体験学習 ・水中歩行「ウオークスイミング」

※内容、方法はスポーツアカデミ一五所川原及びサ

ンフィッシュ五所川原の、オリジナノレプログラム

にそって実施します。

-たばことあなたの新しい関係がきっとみつかるかもしれません・

どちらの教室も定員は30名です。(定員になりしだい、〆切らせていただきます。)

お申し込みは ①申し込み書に必要事項を記入して、ポストへ。
(申し込み奮は、市役所保健環境謀、各スポーツクラブにあります)

文は②下記連絡先へ電話でお申し込み下さい。※後日、詳細について通知いたしますL

保健環境課〈内線234・232) 11 

五所川原市役所宮35-2111 平成7年11月1日 12 



      

あなたの地区の 保 健 力 
~ 

貝 226人が決まりました 

      

保健協力員は市民の健康づ〈りを行政と一緒に考えていきます。健康のことでご相談がある時は、お近〈の協力員へご連絡〈ださい。 

~日 市 内 埋1 区 下平井町 服 部 秀 子 一 野 坪 福 士 ヒ デ 高 	野 葛 西 栄 子 

栄 	町 小 野 登志子 寺 	町 尾 崎 京 子 石 	畑 小 野 敬 子 前田野目 大 坂 文 恵 

田 	町 相 川 嶺 子 錦 	町 吉 川 和 子 対 馬 き ぬ 斉 藤 	克 

川 村 良 子 小笠原 定 子 前 	落 山 内 	幸 長 相 ‘ 	士也 	I区 

日の出町 横 岡 明 子 幾 島 町 瓜 	田 コ一 	リ 中 	村 小 野 哲 子 浅 	井 秋 田 妙 子 

蓮 	沼 高 橋 八重子 柏 原 町 川 浪 と し 

栄  

一  

第 千 烏 町 

湊 

地椿
 
区
と
 

原
 
よ
 

葛
 
西
 
せ
っ
子
 

福 	山 土 岐 恵理子 

対 馬 喜美子 戸 田 千代子 今 	和 子 

坂 本 栄 子 末広新宮 佐 藤 京 子 豊 	成 渋 谷 時 枝 

不 魚 住 小 野 は る 末 広 町 三 上 テ ッ 平 山 良 子 杉 派 立 石 岡 久 江 

元 	町 木 村 	麗 山 中 み わ 湊団地町 相 馬 サト子 野 	里 須 藤 かず瓦 

葛 西 テ ル 新 宮 町 原 	みきえ 三 ッ 谷 岩 測 みっえ 神 	山 松 野 節 子 

木 村 し え 斉 藤 クニエ 猫 	測 藤 田 	ミドリ 若 	山 清 野 エ キ 

鎌 谷 町 寺 田 フサエ 若葉県営住宅 小 野 っ 瓦 稲 	実 加 藤 キ ヒ 松 野 木 清 野 松 枝 

成 田 満 子 若葉市営住宅 小 嶋 きみえ 山 田 ア ッ 福 	岡 佐々木 哲 子 

鳥 	森 高 松 恒 子 若葉第2町内 中 川 幸 子 一 戸 	稔 戸 	沢 工 藤 純 子 

田 中 朝 子 長 岡 ハチエ 姥 	落 木 村 弘 子 斉 藤 サ ダ 

成 田 登 美 若葉第1町内 三 上 てる子 みなみ広田 三 和 っき子 飯 詰 士也 区 

田 園 町 白 戸 	ト 	ョ 中平井町 高 井 ュキ子 広 	田 石郷岡 ひ さ 下 	村 三 戸 春 江 

岩 城 多栄子 新 宮 町 原 	まっい 今 	桂 子 興 	隆 宮 越 智也子 

大 屋 奈々子 ノ」、 	由 自 	土也 	区 広 	平 半 田 トモ子 五 本 松 三 上 洋 子 

八 重 菊 吉 田 梶 子 小 	曲 長 沢 京 子 藤浦団地 中 村 優 子 坂 ノ 上 長 峰 ミ ョ 

一 ッ 谷 明 石 照 子 小栗山 	哲 柳 	沼 遠 藤 恵 子 曙 	町 坂 本 カッエ 

伊 南 みどり 成 田 	泉 七 ッ 館 葛 西 絹 枝 上町・寺町 小 野 	節 

青 葉 町 野 呂 澄 美 子
  

中
町
 
道

地
 
悦

区
 

みど

みどり叩・2丁目 

り町士也区 

伊 藤 玲 子 

新町・大町 松 野 和 子 

新 	町 高 橋 芳 枝 松 島 大 正 町 竹 林 京 子 

尾 沢 イ サ 松島町1丁目 後 藤 閏 子 みどり叩・2丁目 町 屋 て っ 仲 	町 山 中 み よ 

成 田 町 百 沢 き ぬ 松島町2丁目 小 山 愛 子 みどり町3丁目 小田桐 良 子 朝 	日 鳴 海 裏っ子 

第 2 柳町 加 藤 サ キ 松 林 睦 子 みどり町4丁目 宮 本 優 子 長 	坂 平 山 リ ッ 

第 1柳町 間賀田 敏 子 松島町4丁目 中 川 百合子 みどり町5丁目 葛 西 彩 子 伝助町・下町 三 浦 れ い 

岩 木 町 福 士 マチエ 松島町5丁目 工 藤 昭 子 木 村 英 子 南 	新 乳 井 み し 

斉 藤 キ ヌ 小 野 ケイ子 みどり町6丁目 其 田 恵 子 南下・中下 封 馬 ミチへ 

川 端 町 三 森 敬 子 一 戸 エ ッ みどり町7丁目 加 藤 幸 子 北 	下 坂 本 玲 子 

楼 井 照 子 松島町6丁目 白 戸 洋 子 みどり町8丁目 木 村 貞 子 北 	新 中 谷 まち倉 

佐々木 京 子 越 田 テルエ 中 	j~ I 	封」a 	E 下 岩 崎 其 田 まさ子 

本 	町 鳴 海 ヒ ナ 松島町7丁目 三 浦 テイ子 田 奈 良 ち か 松 本 千衣子 

斉
一
 
藤
戸
 
君

き
 
枝
倉
 

よ
  

松島町8丁目 

松 厘 

阿 部 初 美

も 地 区 

種 	井 

中 	泊 

舘
外
 
山
崎
 
ッ

テ
 
ョ
ル
 

毘j少門

毘 沙 門 

・長富士也区

高 谷 リリ子 布 屋 町 

白 戸 せ い 悪 	戸 高 橋 サ ッ 川 	山 葛 西 妙 子 毘沙門旭・新田 長 峰 ムッノ 

弥 生 町 佐 藤 エ ミ 宮 	田 渋 谷 トキエ 舘 山 ッ エ 毘沙門共栄 北 川 ミ サ 

東 	町 小 山 キ エ 川 代 田 工 藤 美保子 外 崎 キ エ 毘沙門中崎 成 田 啓 子 

大 	町 小 山 フミエ 田 	中 秋 元 ふぢ急 沖 飯 詰 藤 森 みっえ 毘沙門中野り聞 福 間 リ ャ 

斉 藤 良 子 野 	崎 村 田 み さ 小 野 八千代 長 富（下） 高 橋 フク子 

高 嶋 光 子 水 野 尾 小田桐 ク 	リ 桜 	田 笠 井 せ っ 長 富（上） 蛸 島 キヌョ 

旭 	町 成 田 ッ ャ 高 橋 良 子 古 川 サ ダ 長 富（中） 

三 ダ 

笠 井 いく子 

高 橋 英 子 米 	田 工 藤 チヅ子 梅 が 己 	封！l 	区 山 口 幸 枝

子 地 区 敷 島 町 成 田 房 江 葛 西 恵美子 梅 	田 石 岡 	京 

高 橋 	麗 唐 笠 柳 橘 	菊 江 斉 藤 八千子 下 藻 川 竹 谷 ト キ 

伊 藤 営 子 二 本 柳 猪 口 初 子 斉 藤 カッョ 高 橋 佳 子 

さっき町 松 江 レイ子 石 	岡 寺 田 よし桑 中 	泉 関 	タ ケ 高 橋 ミッエ 

木 津 ノエ子 吹 	畑 寺 田 ヒ サ 今 	コーキエ 成 田 テ ル 

鶴 谷 ッ ル 漆 大 邑 	ト 	ミ 七 	禾’ ］ 	批り 	区 前 田 キョエ 

雛 	田 平 山 ヌ エ 関 原 ッタ子 俵 	元 三 上 慶 子 上 藻 川 渡 辺 ャッエ 

東 雲 町 乗 田 セ ッ 高 谷 スサエ 原 	子 伊 藤 良 子 ― 戸 テイ子 

上平井町 藤 元 チ サ ＋ 川 町 田 中 さ っ 伊 藤 富士子 鶴 ケ 岡 小 野 秀 子 

外 崎 ミ チ 古 川 菊 江 羽野木沢 阿 部 貞 子 封 馬 ち ね 

中平井町 工 藤 ノリ子 馬 	性 伊 藤 ふさ君 斉 藤 茂 子 津 田 愛 子 
黒 滝 松 子 尻 野 呂 よ ね 持 子 沢 三 上 優 子 福 	井 小笠原 ヒ ニ工 

平 井 町 神 	み っ 島 村 っ る 阿 部 ヌ イ 高 	瀬 渋 谷 友 江 

下平井町 高 橋 ニュ・ 	キ 桃 	崎 伊 藤 ハッエ 高 	野 福 士 三千代 木 村 み き 
磯 辺 光 子 一 野 坪 小 野 け倉子 堀 内 ウ メ 

13 平成 7年11月1日 

保健協力員は市民の健康づくりを行政と一緒に考えていきます。健康のことでご相談がある時は、お近くの協力員ヘご連絡ください。
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身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ 

保健婦が相談に応じています 

ト対象 市内にお住まいの方で、 ご自身又は 

ご家族の健康のことで心配されている 

方 

ト内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、 

健康についての話 

~ ト持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

新宮集会所 
11月13日 
（月） 

13 】 00'--- 
15 : 00 

尿がおしえる身体の調子 
～尿検査も実施します 

(14 : 30-45 : 00) 

小婦
 
曲
人
 
農

の
 
村
家
 

 

11月13日 
（月） 

10 : 00- 
12 : 00 

尿がおしえる身体の調子 
～尿検査も実施します 

(11 : OO-1i : 20) 

コミュニテ
イセンター 
長 	橋 

11月13日 
（月） 

13 : 00- 
14 : 30 

お風呂じようずになろう 
～これが健康入浴法～ 

(14 】 00---14 : 30) 

コ
 
イ
 
ミ

セ
 
ニ
タ
 
テ
一
 

ュ
ン
栄
  

11月16日 
（木） 

子供の相談 
10 : 00-- 

12 : 00 
成人病の相談 
13 : 00- 

14 : 00 

個別相談のみ 
実施します 

十集
 
川
会
 
町

所
  

11月16日 
（木） 

13 】 30- 
15 : 00 

誰にも言えない泌尿器
の悩みを解決する 

(11 】 00-11 】 30) 

コミュニテ
イセンター 
七 	和 

11月17日 
（金） 

ii: 00--- 
12 : 30 

尿がおしえる身体の調子 
～尿検査も実施します 

(12 : 00-12 : 30) 

石
公
 
田
民
 
坂

館
  

11月17日 
（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

心臓病から身を守る知恵 
(11 : 30-12 : 00) 

唐笠柳 
保健協力員 
橘 菊江宅 

11月22日 
（水） 

13 : 00- 
14 : 30 

誰にも言えない泌尿器
の悩みを解決する 

(13 】 00-13 : 30) 

松島会館 
11月22日 
（水） 

10 : 00---
ii: 30 

もう悩まない～膝・腰
痛にやさしい生活～ 

(11 】 10---11 : 30) 

福山消防
センター 

11月22日 
（水） 

13 : 00- 
14 : 00 

お風呂じようずになろう 
～これが健康入浴法～ 

(13 : 40-14 : 00) 

幾集
 
島
会
 
町
所
 

 

11月24日 
（金） 

10 】 00- 
12 : 00 

心に栄養をっけるスト
レスコントロール法 

(11 : 30---12 : 00) 

中泉公民館 
11月24日 
（金） 

12 】 00-- 
13 : 00 

尿がおしえる身体の調子 
～尿検査も実施します 

(12 】 30-13 】 00) 

コミュニテ
イセンター 

好 

11月24日 
（金） 

11:00-- 
12 : 30 

心臓病から身を守る知恵 
(12 : 00---12 : 30) 

五所川原市役所 公35 - 2111 

献血の ご案 内 
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査サービスを行っています。 

その結果は糸勺 2 週間後に親展にてお送りレ、 

たします。 

期 口 時 間 場 
11月 7 日 10 : 00- 日立東部セミ コンダクタ 
（火） 15 : 30 株 式 会 社 敷 地 内 

10 :00~ コミュニテイセンター飯詰前 
麟麟麟 ii: 30 （赤十字奉仕団飯詰分団協賛） 

11月20ぼ 12 : 30- 
（月） 14 : 30 東北電力五所川原営業所敷地内 

×『雄議篇」 
15 : 00- 

16 : 00 
コミュニテイセンター栄駐車場 
（赤十字奉仕団栄分団協賛） 

みんなの健康教室 
トと 	き 11)] 24口（金） 13時カ、ら 

トところ 市保健センタ- 3階ホーノレ 

ト講 師 櫛引 健 先生（櫛引クリニック） 

トテーマ 他人に聞けないお尻の話 

ト主 催 北五医師会・市民保健協議会 

かんたん！健康レストラン 
	 参加者募集 

タ風が肌寒く身にしむ季節。家族団梁

の一時を「ふるさと料理」で心も体も、 

もっと温かくしましょう。 

トテーマ 津軽に伝わるふるさとの味 

対象地区 開催月 日 開催場所 締め切り 

松島地区 11月17日（金） 保健センター 11月14日（火） 

飯詰地区 11月22日（水） コミュニテイ
センター飯詰 11月20日（月） 

ト内 容 くD栄養士の栄養に関するお話し

②調理実習・試食 （③）保健婦の健康の

お話し ④みそマ＋塩分測定（全員） 

⑤漬物塩分測定（希望者のみ） 

ト半斗 金 無料て二す 

ト持参する物 みそ汁（お椀に半分程の量を

汁だけ）、 漬物（ 5切程度）、健康手帳 

（お持ちの方）、おにぎり、エプロン、 

筆記用具 

ト申し込み先 地区の保健協力員又は、市役

所保健環境課へ電話でお申し込みくだ

さい。 合内線（234・232) 

個別予防接種（麻疹・風疹・三種混 

合ワクチン）の日程変更のお知らせ 

8月15日号広報に掲載された実施医療機関・西北 

中央病院の実施曜日が金曜日でなく水曜日に変更に 

なりましたので、お間違いのないようにお願いします。 
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ト内 

身も心もさっぱりする

健康相談室へどうぞ
保健婦が相談に応じています

惨対象 市内にお住まいの方で、ご自身又は

ご家族の健康のことで心配されている

方

砂内容 血圧相談、病気の相談、心の相談、

健康についての話

砂持参するもの 健康手帳(お持ちの方)

開催場所開催月日開催時間はなしのテ?と時間

新宮集会所 11月13日 13 : OO~ 尿がおしえる身体の調子
(月) I 15・00I ~尿検査も実施します

(14 : 30~15 : 00) 

小曲農村 11月13日 10 : OO~ 尿がおしえる身体の調子
婦人の家 (月) I 12: 00 I ~尿検査も実施します

(11 : 00~11 : 20) 

ィセ、ンーター 11月13日 13 : OO~ お風呂じようずになろう
長 橋 (月) I 14: 30 I ~これが健康入浴法~

(14 ・ 00~14 ・ 30)

子供の相談
コミュニテ 10 : OO~ 
ィセンター 11月16日 12: 00 個別相談のみ
栄 (木) 成人病の相談 実施します

13 : OO~ 
14 :00 

十 )11 町 11月16日 13 : 30~ 誰にも言えない泌尿器
集会所 (木) I 15: 00 の悩みを解決する

(11 : OO~ 11 : 30) 

ィセ「ンターァ/111月17日 11 : OO~ 尿がおしえる身体の調子
七 平日 (金) I 12: 30 I ~尿検査も実施します

(1200~12 : 30) 

石 a 坂 11月17日 10: 30~ 心臓病から身を守る知宙
公民館(金) I 12: 00 (11 : 30~12 ・ 00)

康保笠健移協p力負 11月22日 13 : OO~ 誰にも言えない泌尿器
橘菊江等~I (水) 1 14: 30 の悩みを解決する

(13 : 00~13 ・ 30)

松島会館 11月22日 10: OO~ もう悩まない~膝 ・腰
(水) 111:30 痛にやさしい生活~

(11 ・1O~11 ‘ 30)

福山消防 11月22日 13 : OO~ お風目じようずになろう
センター (水) I 14: 00 I ~これが健康入浴法~

(13 :40~14 : 00) 

幾島町 11月24日 10: OO~ 心に栄養をつけるスト
集会所 (金) 1 12: 00 ントローノレ法

(11 : 30~12 :00) 

中泉公民館 11月24日 12 : OO~ 尿がおしえる身体の調子
(金) I 13: 00 I ~尿検査も実施します

(12 : 30~13 :00) 

コミューア
イセンター 11月24日 11 ・ OO~ 心臓病から身を守る知恵
三好 〈金) I 12: 30 I (12 : OO~ 12 : 30) 

五所川原市役所宮35-2111 

献血のご案内
献血にご協力いただいた方には、健康管理

に役立つ血液検査サービスを行っています。

その結果は約 2週間後に親展にてお送りい

たします。

期 日 時間 場 所

11月 7~3 10 : OO~ 目立東部セミコンダクタ
(火) 15 : 30 株 式 =ZE 』 社 敷 地 内

10 : OO~ コミュニティセンター飯詰前
11 : 30 (赤十字奉仕団飯詰分団協賛)

llJ:120 H 12 : 30~ 
東北電力五所川原営業所敷地内

(月) 14 : 30 

15 : OO~ コミュニアイセンタ一栄駐車場
16 : 00 (赤十字奉仕団栄分団協賛)

みんなの健康教室
惨と き 11月24日(金) 13日寺から

惨ところ 市保健センター 3階ホーノレ

砂講師 櫛引健先生(櫛弓|クリニック)

砂テーマ 他人に聞けないお尻の話

砂主催 北玉医師会 ・市民保健協議会

「かんたんf健康レストラン一寸
参加者募集J

タ風が肌寒く身にしむ季節。家族団鍵庁、

の一時を「ふるさと料理」で心も体も、 m哨
もっと?昆かくしましょう。 三里竪室ミ翠監ニニ

砂テーマ 津軽に伝わるふるさとの味

l対象地v<:1開催月日 i開催場所|締め切り
11日1明山月則1阿7

悶22 日(水)川I~忌5Z戸三量詰|悶 2却O 日(伺閃月則) 

'砂惨肉 容 ①栄養士の栄養に関するお話し

②調理実習 ・試食 ③保健婦の健康の

お話し ④みそ汁塩分測定(全員)

⑤漬物塩分測定(希望者のみ)

砂料金 無料です

惨持参する物 みそ汁(お椀に半分程の量を

汁だけ)、 漬物(5切程度)、健康手帳

(お持ちの方)、おにぎり、エプロン、

筆記用具

砂申し込み先 地区の保健協力員又は、市役

所保健環境課へ電話でお申し込みくだ

さい。 宮 内線 (234・23 2) 

個別予防接種(麻疹・風疹・三種混
合ワクチン)のB程変更のお知らせ
8月15日号広報に掲載された実施医療機関・ 西北

中央病院の実施曜日が金曜日でなく 水曜日に変更に

なりましたので、お間違いのないようにお願いします。

平成7年11月1日 14 
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